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[ 油 革 」 


2 スシ リー ズ は 温 透 し 、 深 く 愛さ れ て いる 
o8e5 ボ い 

その 区 力 の 原点 は 、 普 段 、 街 中 で 見 か ける 
クル マ が あら れ も な い 姿 に 変貌 を 遂げ 、 異 次 
元 の スピ ー ド で 駆け 抜け て いく 違和感 。 コ ツ 
コツ と 軽い 接触 を と も な いな が ら 複 数 台 が 並 
ん で コー ナー を 駆け 抜け て いく さま は 、 ま さ 
に 。 ハ ョ 因 な 財 く CNNM 一 に ュ フラ カ ー 
レー ス に 負け すず 劣ら す 非 日 常 が 凝縮 され た 肢 
間 で も ある 。 

そん な ハコ 車 レー ス 界 に も 時 代 の 波 は 
確実 に 押し 寄せ て いる 。 身近 な と ころ で 言え 
ば GT500 を 筆頭 に 多く の シリ ー ズ で ワン メ 
イク 化 や 共通 パー ツ 化 が 進み 、 チ ー ム や 職人 


が 創意 工夫 を 披露 する 領域 は 奪わ れつ つ あ る 。 


現代 は GT3 に 代表 され る よう に 、 メ ー カ ー 
謡 製 の 高 品質 な レー シン グ カ ー が 主流 。 も ち 


ろ ん 、 そ の 功績 は 偉大 だ が 、 そ うし た こと と 
引き 換え に 失わ れ て し まっ た も の が ある の も 
事実 だ 。 

そん な GT3 の 対極 に ある の が GT300 を 走 


る JAF-GT 車 両 や マザー シャ シー (MC) で 、 


世界 中 を 見 渡し て も 異質 な 部 類 に 和信 る 。 と く 
隔 且 年 ま MC らら Roas シ ン 近 り 2 ンク が 走ら せ 
て いた 86MC は ガラ パゴス の 象徴 と も 言え 
る 存在 で 、 そ の 走り を 生 で 見 られ て いた 日 本 
の ファ ン は ほとん ど 奇 跡 に ちか い 時 間 を 過 ご 
UMSCSNGMUS の も 

見 方 に よっ て は GT500 を 間近 で 見 られ て 
いる こと だ っ て 奇跡 か も し れ な い 。 自 動車 メ 
ー カ ー3 社 と タイ ヤメ ー カ ー 4 社 が し の ぎ を 
削る レー ス は ほか に な い 。 成績 に 応じ た ハン 
IS2 細 260224UYHsG(H ク KONUN202 生 還 ド ウ 
イ バ ー 交 代 を と も な う 300km の セミ 耐久 十 2 


クラ スズ 泥 走 と いう ウォ ー マ ッ ト が うま く 作 用 
し 、 ほ か に 例 を 見 な い ほ ど レ ー ス は 毎 戦 躍動 
し 、 常 に 変化 に 富ん で いる 。 

本 特集 を 読破 する と スー パーGT の よう な 
レー ス が 身近 に ある あり が た み を 再 認識 で き 
る と 同時 に 、 じ つ は 世界 中 に は まだ 私 た ちの 
知ら な い 、 魅 力 的 な “ハコ 車 "レース が 数 多 
く 存 在 す る こと を 痛感 する は ず だ 。 以 前 と 比 
べ れ ば DTM は 「 海 の 向 こう の も の ” で は な 
く な り 、TCR や GT4 も 日 本 で 定 音 し つつ ある 。 
日 本 と 世界 の 距離 が 確実 に 縮まっ て いる いま 、 
腰 を 据え て 世界 の “ハコ 車 "事情 を 体系 的 に 


28 (の の きぐ 軸 の 兄 2 の バ 。 プ ォ ー ミ 
ュ ラ 志向 の あな た や スー パーGT に 熱狂 する 


あな た が 、 こ の 号 を 読み 終わ っ た あと 少し で 
も 「“ ハ コ 車 ” が 好き |] に 変わ っ て いれ ば 幸 
いで ある 。 


界 の ハコ 二 較 久 
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INTRODUCTION 


フォ ー ミ ュ ラ 志向 の あな た も 
スー パーGT に 熱狂 する あな た も 。 


が 好き 。 


Text : 田中 康二 (Koji Tanaka ノ 本 誌 ) 
Photo : BTCC 


非 日 常 の カタ マリ と も 言え る フォ ー ミ ュ 

ラ カ ー。 ド ライ バー の ほん の わずか な 
操作 に 対し て 俊和 鈴 に 、 ダ イレ クト に 反応 する 
その さま は 、 ま さ に 究極 の クル マ だ 。 

% 穫 402 ョ ロミ さ ヨ カー ルレ 寺 区 08 XPC MK 
コ 車 " レー ス の 人 気 は 勝る と も 劣ら な い 。 グ 
ロー バル な 視点 で 見 る と F1 の よう な 世界 に 
広く 知れ 渡る 圧倒 的 な シリ ー ズ こそ な いも の 
の 、 そ れ ぞ れ の 国 や 地域 に 根差し て 、 独 自 に 
発展 し 、 ど れ も 人 気 を 博 し て いる 。 

フォ ー ミ ュ ラ カー レー ス の 主役 が ドラ イ バ 
ー だ と する な ら ば 、“ ハ コ 車 " レー ス の それ 
は 大 部 分 を クル マ そ の も の が 占め る 。 だ か ら 
こそ F1 の よう に 「 世 界 中 の 誰 も が 認め る ド 
ライ バー 選手 権 の 最高 峰 ] と いう 明確 な シリ 
ー ズ が 存在 し な いか わり に 、 各 地域 の 環境 や 
クル マ 文 化 に 合わ せ て 、 そ れ ぞ れ の “ハコ 車 " 


気に入り は どこ に いる ? 


の ツ \ コ 車 "生息 マッ プ 


ー リ ング カー、GT カ ー、 ス トッ ク カ ー と いう 、 広義 の "ハコ 車 "を 扱う 今 特集 
この ペー ジ で は 、 本 誌 の 独断 に より "メジ ャ ー" な カテ ゴリ ー& シ リー ズ を 設定 
それ ら が 世界 的 に どの 程度 まで 広がっ て いる の か が を 極々 簡単 に 整理 し た 
ーー 当然 な が ら 、 ここ で 触れ られ て いる カテ ゴリ ー ノ 地域 が すべ て で は な い 
Photo : 三橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) 小笠 原 貴 士 (Takashi Ogasawara) 
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7G CARS 


広義 の ツー リン グ カ ー か ら ス トッ ク カ ー ま で “ハコ 車 "を 取り 扱う 本 特集 
その ディ ー プ な 世界 に 突っ 込ん で いく 前 に 
本 誌 的 に いま アツ イ 13 カ テ ゴ リ ー 合 計 98 車 種 を 一 挙 ご 紹介 


Text : auto spDort 
Photo : 小林 勝彦 (Katsuhiko Kobayashi) ノ 益 田 和 久 (Kazuhisa Masuda) 小笠 原 貴 士 (Takashi Ogasawara) 
LAT グ Alpine ノ Audi BTOCC グ DTM / Ford Chip Ganassi Racing ノ GT4 America HONDA グ NASCAR 
NISSAN 〆 Stock Car Brazil ノ SUPER TC2000 / SUPERRACE Championship TCR Hub / TOYOTA グ WTCR 


作 さ れる が 、 外 板 は カー ボン 素材 な ど に 換装 。 エ ンジ ン 形 式 の 自由 度 は 比較 的 高い が 、 最 


FIA World Endurace Championship LMGTE Class 大 排気 量 が 定め られ て お り 、 過 給 器 付 が 最大 4000cc、NA は 5500cc ま で と な る 。 最低 重 
IMSA WeatherTech Sportscar Championship GTLM Class 量 は 1245kg と な っ て いる が 、 こ れ は 性 能 調 整 (BopP) に より 増減 する 。BoP は 車 重 の ほか 、 


エア リス トリ クタ ー 径 や ブー スト 圧 、 燃 料 タ ンク の 容量 な どの 数 値 に 施さ れる 。 
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Porsche 911 RSR 


Ferrari 488 GTE 


NGTC 


BTCC British Touring Car Championship 


1958 年 に 『 イ ギリ ス ・ サ ルー ンカ ー 選 手 権 (BSCC)」 と し て 誕生 。 現 在 は この シリ ー ズ 
発 の 「 ネ クス ト ・ ジ ェ ネ レー ショ ン ・ ツ ー リ ング カー (NGTC)』 と 呼ば れる 車両 規定 を 採 
用 し て いる 。 ホ ワイ ト ボ ディ を 使用 し な が ら も 、 前 後 サ ブフ レー ム な ど を 共通 化し 、 コ ス 
ト 削 減 を 図っ て いる 。 エ ンジ ン は 2 4% 直 4 ターボ 。 ギ ヤ ボ ックス は X ト ラッ ク 製 6 速 シ ー 
ケン ン ャ ル で 統 二 2020 年 か ら タ イヤ て は グッ ドイ ヤニ が ワレ ンス イク 供給 の る 
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( 居 ) 
、() 


AUDIAN FLUY 


し 07777 イブ 7。 


BMW 125i M Sport 


276 CARS 


DTM と スー パーGT GT500 クラ ス の 共通 規則 で ある Class1 は 2019 年 に 完成 。 日 本 で は 


2020 年 か ら 本 格 導入 され 、 こ れ を 機 に サス ペン ショ ン が 共通 化 さ れる 。 モノ コッ ク は 全車 ClasS 1 / Class 1+O 


共通 、。 そ れ に スケ ー リ ング を 施し た ボディ ワー ク を 載せ る 。 こ の レギ ュ レ ーション で は フ 


ロン ト に エン ジン を 搭載 する こと が 義務 づけ られ て お り 、 ホ ンダ は 20 年 か ら FH 車 両 を 投 SUPER GT GT500 Class 
入 す る 。 エ ンジ ン は 2 2 直列 4 気 簡 直 タ ー ボ で 、 ド イツ 側 も 19 年 か ら 導入 し た 。 DTM Deutsche Tourenwagen Masters 


70Y0 デ ニー デニー (本 
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※ 写 真 は 19 年 (ミッ ド シ ッ プ ) の 車両 Honda NSX-GT 
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AudiRS 5 DTM 


BMW M4 DTM 


JAF-GT300/JAF-GT300MC 


SUPER GT GT300 Class 


AO02y8s77/ 

(WW 
ーー 潤 GT300 クラ ス で 走る マシ ン は 3 種類 。GT3 と JAF-GT300、JAF-GT300MC 
! だ 。 JAF-GT300 は GT500 ク ラス と は 違い 、 市 販 車 を ベー ス に 製作 され る 。 一 
方 の JAF-GT300MC は 、 童 夢 が 制作 し た GT アソ シ エ イ ショ ン 公 認 の 『 マ ザー 
シャ シー (MC)』」 を 元 に 開発 。2019 年 の 規則 改定 に より 、JAF-GT マ シン は 


エン ジン の 搭載 位置 を 変え られ な く な っ た た め 、 市 販 車 は は F だ けど 、GT300 
で は MR” と いう 手法 は 不可 に 。 
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1991 年 に 発足 し た 日 本 の 参加 型 カ テ ゴ リ ー 最 高峰 の シリ ー ズ 。ST-X ク ラス (GT3) や 、 
SU PER TAIKYU ST-TCR (クラ ス ) な ど 、 い わ ゆ る カス タマ ー レ ー シ ング カー 向け クラ ス も ある が 、 市 販 
車 を 改造 し た 車両 で 訂 わ れる ST-2ー5 ク ラス も 活況 を 星 し て いる 。 JAF-GT300 車 両 と 比べ 
ST-2,3,4,5 Class る まで も な く 改 造 範 囲 は 狭く 、 空 カ パ ー ツ は 市 販 品 に 限ら れる な ど 、 独 特 な レギ ュ レ ー シ 
ョ ン と な っ て いる 。2018 年 か の ら は 、 ピ レ リ が ワン メイ ク で タイ ヤ 供 給 を し て いる 。 
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Ford Mustang 


SCB 


Stock Car Brazil 


1979 年 に 発足 し た スト ッ ク カ ー・ ブ ラジ ル 。 パイ プ フ レ ー ム に 、 カ ー 
ボン ファ イ バ ー と ガラ ス 繊 維 で 構成 され た ボディ ワー ク を か ぶせ た マ 
シン で 競 われ る 。2019 年 は シボ レー・ ク ルー ズ の ワン メイ ク だ っ た が 、 
2020 年 が か 6 は ド ヨ ク カカ 申 主 ラ が 参戦 昭 エ ニン ン は 620 ソ 8 沿 時 
460HP を 発揮 し 、“" プ ッシュ ・ ト ウゥ ・ パ ス ” で 550HP ま で 出力 が 向上 
する 。 パ ワー は パドル シフ ト 付 の X ト ラッ ク 製 6 速 を 通じ て 後 輪 に 伝 
5 の 5 下 2 05 レ リ リ 0 の 2 0800 の 
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Chevrolet Cruze 


Holden Commodore ZB 


NASCAR 


Monster Energy NASCAR Cup Series 


スト ッ ク カ ー レ ー ス の 代名詞 で ある NASCAR。 
NASCAR と は National Association for Stock Car 
Auto Racing” の 略称 。 パ イプ フレ ー ム に 、 市 販 車 
(人 Ba ポー (が 枚 必 5 S ロン シン ン は 858 
二 二 の ク イン (59 の OVBIONWG ペッ 
ク だ け 見 れ ば か な り 古 風 だ が 、 現 代 の 技術 も 投入 さ 
れ て お り 、800HP を 絞り 出す 。 次 世代 車両 は カー 
ンコ ウ ク 002000/N ド NILSNO0 SE 


Ford Mustang 


ASC Virgin Australia Supercars Championship 


前 身 の ひ オ ー ス トラ リア ン ・ ツ ー リ ング カー 選手 権 は 
1960 年 に 誕生 し た 。68 年 か ら は 単 一 レー ス で 競 わ 
れ て いた が 、69 年 か ら シ リー ズ 化 。 名 称 が 「V8 ス 
ーー パー カー 選手 権 』 と な っ た 2003 年 に 初め て “スー 
パー カー" の 名 を 冠 し た 。 全車 共通 の シャ シー に 、 各 
陣営 が ボディ ワー ク を 架 装 。 ス ケー リン グ が 採用 さ 
れ て お り 、 ボ ディ 形状 に 起因 する 性 能 差 が 生じ な い 
よう に され て いる 。 現 行 の Gen2 Supercars 規 定 で は 
V8 以 外 に も V6 や 直 4 エン ジン の 搭載 も 可能 。 


SUPERRACE 


Superrace Championship ASA 6000 Class 


韓国 が 誇る スー パー レー ス ・ チ ャ ン ピ オ ンシップ 最高 峰 の 『ASA 6000』 
クラ パ ョ マシ ン ン の ワレ ョ は 8 は ス ド ノ ソノ ク カ ニー フラン ル の も の 4 合用 
それ に 2019 年 まで は キャ デラ ッ ク ATS-V の ボディ ワー ク を 装備 し て い 
た (20 年 か の ら は トヨ タ ・ ス ー プ ラ に )。 エ ンジ ン は GM 製 の 6.3 2 V8 を 
採用 。 最 高 出力 は 460HP、 最 大 トル ク は 59.2kgfm を 発生 する 。 そ の 
の 0 や 
シャ フト と ドラ イブ シャ フト を 通じ て 後 輪 に 伝え られ る 。 


2/gga/g/( の 唐 の 7/247//7774/ (5 


Cadillac ATS-V 


12 


Portraits of Standards and Maniacs 


5 1 3 近年 で も っ と も 成功 を 収め の た レー シン グ カ ー カ テ ゴ リ ー で ある GT3。 ベ ー ス 車両 は GTE な 
ど と 同じ く 、 2 ドア スポ ー ツ カー が 中 心 。 厳 格 な 技術 規則 が 定め られ て いな い 一方 で 、 性 
Intercontinental GT Challenge 能 調整 に より パフ ォ ー マ ンス 差 を な くす 方 策 が 取ら れ て いる 。 エ ンジ ン は V6 ツ イン ター ボ 
S と く / ヾ AS > 聖 か ヽ SS ヽ ヽ ヾ + 品 る 補 
6T World Challenge Europe 0 0 0 9 ン ョ 8 6 の 操縦 す 
こと を 前 提 に し て お り 、 ょ どの ドラ イ バ ー エ イド を : 8 
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TC2000 か ら 派 生 す る 形 で 2012 年 に 証 生 し た スー パーTC2000。 共通 パイ プ フ レ ー ム シャ 


シー に 、 各 マニ ュ フ ァ ク チャ ラー の ボディ を 架 装 する 。 エン ジン は 2019 年 か ら 2 4 直列 4 


GT3 マ シン の 価格 高騰 に より 、 こ の 数 年 で 注目 度 が 一 気 に 高 まっ 気筒 直 噴 ター ボ の ワン メイ ク と な っ た 。 前 年 まで 使用 され て きた 2018 年 まで 排気 量 2.7 6 
た GT4。GT3 と ベー ス 車 両 を 共有 し て いる ケー ス も 多い が 、 よ り の V8 は 430HP を 発生 し て いた が 、 現 行 エ ンジ ン の 出力 は それ を 上 回 る と いう 。 駆動 方 式 
市 販 車 に 近く 、 速 さも 抑え られ て いる 。 ア ウデ ィ R8 LMS GT4 の は FF と な っ て いる た め 、 前 輪 駆動 の レー シン グ カ ー と し て は 最高 峰 の パワ ー を 誇る 。 


よう に 、 全 体 の 半分 以上 を 市 販 車 か ら 引き 継い で いる モデ ル も あ 
る 。GT3 と 同様 、 性 能 調 整 に より パフ ォ ー マ ンス 差 を 埋め て いる 
た め 、V10 の よう な 大 型 の エン ジン を 搭載 する マシ ン が ある 一 方 、 
直 4 な ど 身 近 な も の を 採用 する マシ ン も ある 。 
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2015 年 に 『TCR イ ンタ ー ナ ショ ナル シリ ー ズ | が 発足 し て 以来 、 急 
激 に 世界 中 に 広まっ た TCR。 ベー ス 車 両 は 4 また は 5 ドア の FF 車 に 限 
られ て お り 、 エ ンジ ン も 排気 量 2 》 以下 の 直列 4 気筒 ター ボ に 統一 さ 
れる 。 原則 サブ フレ ー ム の 改造 が 禁止 され る な ど 、 改 造 範囲 は 限ら れ 
て お り 、 ベ ペース 車両 に 起因 する 性 能 差 は GT3 な ど と 同様 に 性 能 調整 で 
是正 され る 。 基 本 的 に スプ リン ト 用 の マシ ン だ が 、ABS を 装備 し た 耐 
久 向 け の パッ ケー ジ も 展開 され て いる 。 
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主 に オー ガ ナ イ ザー や マニ ュ フ ァ ク チャ ラー か ら 公 表 さ れ て いる も 
の を 参考 に 車 重 と パワ ー を まとめ た (比較 用 に 市 販 の スー プラ RZ 
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分 か る 。 反対 に GT4 あ た り は 「 ほ ば 市 販 車 |。 そ し て アメ リカ に ル 
ー ツ を 置く スト ッ ク カ ー 勢 も じつに 特徴 的 だ 。 レ シオ で みれ ば 、 

GT300 は STC2000 や SUPERRACE と も "勝負 " で きそう で ある 。 
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な バ G つっ 窒 NN し 
9 ト 1 生生 78 ト メス し まい し E2 
S く 。 55g 59 ら に * 2 す \ il 
” シス テム か 面白 い まま R 3 ト の 54258 し 5 か 
ト ) D の 人 本 に っ 
クン ツク と る T 2 
重 3 2 
これ は 、「 ピ ッ ト レ ー ン の 入口 か ら 出 口 ま で 〇 秒 以 上 か け な け よ 汗 の な 
れ ば いけ な い | と いう も の 。「 ス パ だ と 90 秒 以上 。 チ ー ム が 作業 っ 2 の 2 IA 
を 終わ ら せ て か ら 510 秒 くら い 待機 し て か ら ピ ッ ト ア ウト し の 邊 ON 
ます が 、92 秒 や 93 秒 で は ロス に な る 。90.5 秒 な ど が 理想 。 9 馬 還 隊 有 V 遷 プ 曲 き に 芋 還 の っ な 
89.5 秒 な ど だ と 、 次 の ピッ トス トッ プ 時 に 加算 ペナ ル テ ィ が あ そ 惑 市 線 ろ て が フ よ の と ク 
り ま す 」 (千代 ) と いう 。 逆 に 、 給 油 の み の 場 合 は スパ だ と 50 秒 2 を M の えい 点 口 り 励 と 抜 ス ル 
以下 と し な けれ ば いけ な い 。 た だ 、 1 レー ス の うち に 4 回 まで は を 問 ド MM の ツー 


1 秒 以内 な ら 短 く て も OK と いう 規定 も あり 、「 ラ イ バ ル を ピッ 
ト で 抜き た いと き な ど に 使う |] こと も ある そう だ 。 こ れ 以 外 に | ジ 
ョ ー カ ー ビ ピットイン | と いう も の が あり 、 ス パ で は 6 時 間 に 1 回 、 
時 間 制 限 な し の ピッ トス トッ プ が で きる 。 [| 給油 や タイ ヤ 交 換 の 
時 間 を 短く し て も 、 ミ ス が な けれ ば ピッ トス トッ プ に か か る 時 間 
は 同じ 。 だ か ら 、 タ イヤ が タレ 始め て か ら の 周回 数 を いか に 減ら 
すか の 勝負 に な る 。 ス トラ テ ジ ー は 非常 に 細か いで す 」。 


全車 GT3 で BoP も 狙い どおり に 機能 
抜き に くい が "威圧 感 " で も 何と か する ! 


バサー スト の 決勝 レー ス は 朝 の 5 時 45 分 に スタ ー ト 。 日 の 出 は 6 時 くら いな の で 、 真っ 暗 
の な か で 走る の は 15 分 ほど 。 千代 は スタ ー ト を 昨年 務め た 。 | この 微妙 に 暗い 時 間 帯 を 走 
る の が な ん と も 気持 ちい いん で す 。 陽 が 上 が っ て くる と 幻想 的 な 風景 に な っ て 、 栄 光 に 向 
か っ て 走っ て いる 感じ に な る 。 実際 は スタ ー ト し た ば か りな ん で すけ ど ね ( 笑 )| と 千代 。 


還 に に か く 抜き に くい と いう 、 バ サー スト の マ 
ウン ト ・ パ ノラ マ ・ サ ー キ ッ ト 。 詳 15 年 バサー 
スト で 、 残 り 2 周 で の 逆転 優勝 と いう 劇 的 な 勝 
ち 方 を し た 千代 は 現地 の ファ ン か ら 今 年 も 人 気 
(写真 は 19 年 スパ ) 。 婁 19 年 チャ ン ピ オ ン の ポ 
ル シ ェ 。 19 年 ラグ ナ セ カ で さら に 速かっ た の が 
フェ ラー リ だ と いう 。「 こ の 2 台 は エン ジン 搭載 
位置 の 恩恵 で トラ クシ ョ ン が 良さ そう 」 (千代 )。 
IGTC で 最も 格 が 高い ラウ ンド は スパ 24 時 間 
だ GE ま の 2 シ 5200 目 [の 色 の 疾 う 05 0 

IGTC は 今年 も 8 月 に 鈴鹿 で 開催 。 カ レン ダ 
ー に イン ディ アナ ポリ ス が 加わ っ た 。 
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9 2015 年 シー ダン か ら GT300 ク ラス に 参戦 し 、16 年 に は ドラ イ バ ー ズ & チ ー ム タイ トル を 獲得 


19 年 シー ズン まで 、 速 さ で も 車両 開発 で も マザー シャ ン 一 勢 の 先頭 を 走り 続け て きた 
し か し 今年 、 スー パーGT の 薄 台 で HOPPY 86 MC の 姿 を 見 る こと は で き な い 
職人 集団 ・ つ ちや エン ジニ アリ ング が 育ん で きた 5 年 間 の 結晶 が 、 い ま 明 か され る 


ーーーーーーーーーーーーーー ツ ーー ツーーーーー 
ーー ーーーーーーーーー ーーーーー ーー 


IO7Z7/4(】 


MUY 月 月 
ンジ 


世界 の / \ コ 昔 較 
6T300 


JAF-GT300MC 


の っ 痛 4 仕 が ぁ ア | イカ の 
ジン / で 感 チ 立 共 る リム 15 ク ほぼ 時 の ラ 12 マツ 
イノ 攻 靖 較 還 間 還 6 電 ドジ 7 年 か ん を スン ド 0O 
人 、 放 還 症 SESSION 用 ン ョ と と 振 テ ド 枠 1 O ザ 
珍 「 古家 上 1 思 に り ア の で 4 0 Il 
電光 0 還 某 上 ZS6IMI ガ カカ スズ っ つ ひ 返 リ ー 参 年 に シ 
ィ ____cooi IIW WW だ どる ン 員 戦 . 本 ャ 
ppe EE 得 了 に た 25 江 の ス 使 カ の 1 に ーー す " グ と し 第 格 シ 
ーーーーー __。。。。。。 靖 還 細 間 還 EE N ーー < 握 て トト 戦 戦っ 
旧 症 6 問 十 還 ウ ミ 東 プ つ | 思 症 暫 当 ロタ を M 
回 細 4 ツン 当 リ ち ム す た ト タ イ 開 C 
IN 上 < マ W べ 土 コ ^ に 始 二 
グ 韻 2 ミッ | て 屋 ラ チワ すか 
アン 本 還 上 IS カン ハ が 武 記 |! イ る G 
グ SE ドン  、 ジ 土 や ムル 前 T 
SINIANWIC 28 で ニチ 思 の II2I ド 表 和 9 


ロロ ハイ ロ い トー マ 36 誰 環 公 還 CS? 
= や 


NG 半 。 人 Q 中 翼 け 3p 臣 つて IN 
直 つ し っ to 
| 議 六 セ 1J) っ づつ" 四 理 雲 で IO つ | うつ ) 


会 豆 


公 ン っ AQSS-JFJNG け に 貴 G ロ 会 所 ? 


1 J 
熊 で さ ン KN@G 全 ホー て 8 で 刀 ] 

窟 寺 SIh ヘ ハー て ー ゼ ^ の ヒマ 旬 受 〇 応 
m 紹 ・ 下 班 つ 丸 個 赤 避 宗 刑 Ne つの ロ 
Jp 環 ト Js レッ つ 心 会 Nun レ 8 紅 っ うう) 
可 つ NB 貼 本 7 

「 さ ペー ハ へ や ふ ド ボー 時 で NeG 公 釘 記 
隊 で し 水 設 つじ "NuhJ 会 届 客 nt) 
JJG 選 公田 悪 刀 唱和 億 只 は CS 公 07 
いっ 心 貝 舞 つ を SS っ っ 7 べべ 8 押 上 名 っ 」 

QQ 和 を HAIIKR つ や 8 窒 寺 GS 
雷 民 会 ー の トー 叶 褒 材 " Hm 必 
ーー へ 必 ボ ー 員 貴章 ドー 必 K 避 中 
款 ⑭G 別 朗 * 財 つつ / 中 時 会 QO ヒ 
縮 疾 ′ こと て ト ユー スス G ハ キハ ヘー:p 
ぐ O の HH へ 人 へ や 地 尊 届 幅 し 団 二 


1 
1 


尋 衝 上 QK の ウ ヒ の つの 〇 ぐふ ャ て ミ ぬ 


Q 押 地 蛇 つ 届 5 時 ロ き 6 ヒ め の らく 
KI ト RTNKRTNsnG 全 の 時 ハード K へ 
巡り 部 4 組 ロ で で 農 訪 選 半 志 ” 窒 十 き 
時 会 の さ 財 6 し ホー お 中 そう 
つ レ ンマ ミー 中 編 選 坦 お WG 冗 け 
スハ ト ハ に K 多 組 過 JJ 会 和仁 いしゃ 7 
謀 べ 幅 図 し SNeO3Q 和 を 日 AA ト つ ハ 
GMTHOTJ) お SS 全 で 貞 5 や つつ し 
謀 べ 公 也 時 じ oe 受 〇 6 次 環 人 節 CO 
物 昌 へ ZAIIR つ へ や ANHRYO や 5 
[用 〇 ロ せ 血 竣 つ 公 さっ 」 

福生 の 地 尊 選 せ 一 』mG 冊 選 醒 沿 
し て IN かさ G 表 涯 ロ 羽 シン G 配 和裁 っ 
Q? 本 4G 尋 SSRTNI ト ー て ” 
信之 O 〇 ホー リロ セ くし 6 民 思 p< く 臣 


藤 昌 洋 (Masahiro Takato ノ 本 誌 ) 
Photo : 鈴木 紳 平 (Shimpei Suzuki) ノ 石 橋 道 尚 (Michinao Ishibashi) 


( 司 


Text : 


つ Q8?5「 ロ ーK 十 し 8 せ 必 そく こさ し SO 
Py し ゃ や 所 J や けり pe 芋 還 3 会 必 」 
SQ 時 ペーK へ COQ 移 日 へ A 昌 トコ 
へ や ふ や た ささ ハ H ロ の ーー の Fo し 槍 
宮 村 GrJ ュ JS 剖 骨 つ し っ い Q9 短 会 /Q4 ト 
回 上 財 会 QSK RT トー て 選 セ を 
し 臣 公 つ レ ン で 玉 GAOn5 せっ 7 
テ 〇 し 檎 絡 セ NGIhN く こさ せっ hG5 IhT 
こさ で こる つ し め 玖 ンマ ” 画 て SN 
7 絢 由 G 判 時 し せ 財 G 区 中 セ 6 人 
省 S? つ 公 つつ /「 許 いじ” 匠 せ 皿 
で RSQG 否 置 唄 や や Q 会 つ 選 っ くし 
や | 部!Q OoQD7 KSTNI ト ーー 
けい っ し GTK て し 無 * や レン で で ? 
「 必 財 せ ミー さや ハーS2J し G 王 
組 べく 入会 足 QIR” ら 財 ペ 疾 琉 補 生 
公 叶 SER エン いっ し 泊 中 HG ミー ヘ 
jp 人 SN0 っ J 結 配 OlOO 思 外 全 ぐー の 
OO 思 外 ” )J) で で し 開 旦 し じ セ セ 」] 


J1 


| 2015 | Rd.4 富士 こ 


4 故 5 が 5 衣 L2015_ Rd.1 岡山 


S,5uZu47 S.S0Z7 


| 2015 | R0.5 鈴 鹿 - 


HOPPY 86: 


ポ ボンネット 


ボン ネッ ト ダク トカ バー 
MM MM 


ボンネット ダ クト は 
リヤ へ の 整流 も 考慮 


ボン ネッ ト ダ クト か ら 排 出さ れ た 空気 は し 、 リ ヤ 
ウイ ング に も 影響 あ を およぼす 。 ノ ー マ ル の まま で 
カバ ー を 外す と 抜け が 良く な る ぶん 、 フ ロン ト の 
ダウ ン フ ォ ー ス は 増大 する が 、 リ ヤ の ダウ ン フ ォ 
ー ス が 減る 傾向 に あっ た 。 そ こ で 2015 年 の 第 3 
戦 タ イ に 向け 、 排 出さ れ た 風 が 横 へ 流れ る 形状 に 
変更 。 こ こ は フ ロン ト フ ェ ン ダー と の コン ビ ネ ー 
ショ ン も ある と いう 。 

ダク トカ バー は 長 さ 、 高 さ が 異 な る 5 パタ ー ン 
あり 、 写 真 の 右側 は 冬場 仕様 で 、 左 側 は 上 面 を 
50mm 上 け て 開口 面積 を 最大 に 
し た 夏場 仕様 。 間 に セッ ト す る 
整流 フィ ン 含 め 、 ク ー リ ング と 
ダウ ン フ ォ ー ス の バラ ンス を 考 
え 、 組 み 合わ せ を 決め て いる 。 


7/ の 2 


7// の 727// 
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フロ ント フェ ンタ ダー 


上 下 を 分 割 、 下部 を 可変 式 に 


ノー マル は 2015 年 シー ズン の 開幕 前 、 岡 山 テ スト の 
み で 使用 。 そ の 直後 の 富士 テス ト で は 、 後 端 と 上 部 を ボ 
ックス 状 に し た オリ ジ ナ ル の フェ ンダ ー を 試し 、 そ の ま 
ま 開 幕 戦 に 臨ん だ 。 風 洞 を 使う 予算 は な く 、 過 去 の 
GT500 な どの 写真 を 見 て 、 チ ー ム の みん な で 意見 を 交 
わし 合い な が ら 形 状 を 決め た と いう 。 

第 4 戦 富 士 に は 、 上 面 を 後 傾 させ た ロー ドラ ッ ク グ 仕 様 
を 投入 。 こ れ が その 後 の 基 本 と な り 、 上 面 に 高 さ が 異な 
る アタ ッ チ メン ト を 装着 する こと で 、 コ ー ス に 応じ た ダ 
ウン フォ ー ス 量 を セッ ティ ング し て いっ た 。 

そし て 2017 年 に は 上 下 を 分 割 天 に し 、 下 側 前 方 を 内 
側 へ と スラ イド で きる 可変 天 に 。 フ ラッ ト な 状態 か ら 5 
mm 刻み で 、 最 大 50mm 可 変 す る 。 内 側 に 入れ る ほど タイ 
ヤ ハ ウス 内 の 空気 を 排出 する 速度 が 上 が る こと で ダウ ン 
フォ ー ス は 増え 、 減 速 せ すず に コー ナー へ と 進入 で きる よ 
うに な る が 、 そ の ぶん 扱い は 難し く な り 、 ド ライ バー に 
よっ て 好き 嫌い が 分 か れ た そう だ 。 


2015 Rd.3 タイ て 


SS0Z07 


※cost は 人 件 費 を 除く 、 資 材 費 も し く は 部 品 代 の み 。 
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フロ ント アン ダー パネ ルス テー 


アン ダー パネ ル を フロ ント バン パー に 吊り 下げ る 
た め の ス テー。 こ の ステ ー と アン ダー パネ ル の 間 に 
人 を 挟み 、 高 さ を 微 調整 し て フロ ア に 入り 

む 空 気 量 を 調整 する の は 、 重 要 な セッ ティ ング の 
本 5 

MC の 場合 、 こ こ は フ ロン ト ジ ャ ッ キ を か ける ジ 
ャ ッ キ ステ ー も 兼ね て いる 。 そ の た めか 、 ノ ー マ ル 
ステ ー は (写真 左側 の ) 先端 が 頑強 そう な 形状 に な 
っ て いる が 、 そ の 影響 で フロ ント バン パー ダク ト 
の 両 サ イド に 設け られ た ブレ ー キ 冷却 用 の ダ 
クト に 風 を 導入 し 難い 。 そ こ で 、 無 駄 を 廃 3 
し た オリ ジ ナ ルス テー を 製作 。 * 

また 、 も て ぎ や タイ 、 夏 場 の 富士 傘 有 
な ど ブ レー キ が 厳し い サ ー キ ッ ト 2 っ 
で は 、 こ の ステ ー に ブレ ー キ ダ 人 
クト に 積極 的 に 風 を 導入 する ア 


EE 


S,S0Z07 


マ 


タッ チ メ ン ト を 装 六 し て いる 。 


| 2018 | Rd.8 も て ぎ ~ | 


Normal 


ーー コ S.S0z7 
| 2018 』 Rd.1 岡 山 < | 
フロ ント バン パー タダ クト 


ll 網 は “斜め 十 二 層 ” の 最適 解 


) HH が ノー マル で は 垂直 に セッ ト さ れる フロ ント バン パ 
「 1 ー ダ クト の 網 。 し か し その 場合 、 タ イヤ カス な ど が 
上 風圧 に より 張り 付き 、 そ れ が 水温 を 上 昇 させ る 原因 
思 NN P 議 | に な る こと も 。 そ こ で 内 部 に 綱 を 斜め に セッ ト す る 
こと で 、 異 物 を た た き 沙 と す 構 造 と し た 。 ま た 、 
側 は 網目 が より 細か い 植 木 鉢 の 底 網 を 使用 し た 二 層 


に な っ て お り 、 よ り 張 り 付 き を 防止 し て いる 。 


S.50Z7 


カナ ー ド + フリ ッ ク ボ ックス 
低 コ スト で 効果 が 大 きい 空力 アイ テム 


空 カ パー ツ に お いて 、 カ ナー ド は プラ イベ ー タ ー チ ー ム に と っ て も 
最も テス ト し や すい アイ テム と いえ る 。 つ ちや エン ジニ アリ ング で も 、 
大 き さ や 形状 が 異な る 複数 を 試作 。 ハ イダ ウン フォ ー ス 仕様 と し て 、 
2 枚 重 ね 、 カ ナー ド と アン ダー パネ ル の 端 に 装 六 す る バー チカ ルフ ィ 
ン も 作っ た 。 空力 に 与え る 影響 が 大 きい こと も あり 、 実 際 に 使っ て い 
る の は 2<3 種 類 。 基本 的 に は アル ミ 板 を 使用 し て いる が 、 バ ー ジ ョ 
ン 1 の み カ ー ボ ン 製 で 、 総 額 2 万 円 の 大 半 を 占め て いる 。 

ドラ ッ グ を 減ら す 効 果 が ある フリ ッ ク ボ ックス は 、 参 戦 2 年 目 の 富 
士 で 投入 。 第 2 戦 で バー ジョ ン 1 、 第 5 戦 で バー ジョ ン 2 に 進化 し た 。 


カナ ー ド 


S,S0Z7 
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ハイ ダウ ン フ ォ ー ス 仕様 


SS50Z047 SS50ZU47 
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フロ アセ ンタ ー パ ネル の ビス 受け 


面 で 支え て 、 パネ ル の 脱落 を 防止 | 2018 | Rd.1 岡 山 


フラ ッ ト ボ トム の フロ ア は 、 プ ロペ ラシャ フト が と お る トン ネル 
部 分 の パネ ル が 外せ る よう に な っ て いる 。 そ し て 位置 的 に 、 低 く 、 
中 央 に ある こと か ら 、BoP ウ エイ ト は この パネ ル の 上 に 積載 する の 
が 定番 。 ノー マル の パネ ル は アル ミ 製 だ が 、 鉄 製 に し て パネ ル 自 
体 を ウエ イト と し て 利用 する こと も ある 。 

その パネ ル の ビス 受け は 、 カ ー ボ ン モ ノコ ッ ク に ネジ 込ま れ 
て いる 。 し か し 、 パ ネル の 重量 が 書 む と その 重 さ に 耐 えき れず 、 
パネ ル ご と 脱落 する 危険 性 が ある 。 そ の 対策 品 と し て MYZ が 
作っ て くれ た の が 、 傘 部 分 の 面 で 支え る こと で 面 荷重 が 増し た 軸 請 還 論 ze 
タイ プ 。 GTA に は 修理 部 品 と し て 申請 し 、 使用 を 許可 され て いる 。 較 還 革 ンク 


ケイ ンク: 


S.5(Z7 


S,S0Z7 


エキ ゾー スト テー ル 


排気 を 利用 し て 車内 温度 を 下げ る 


フロ ント タイ ヤ の 後方 、 て エン ジン ルー ム に つなが る 空 
間 に は 熱 が こも りや すい 。 そ こ で ステ ン レ ス 製 の 板 を 丸 
め 、 長 さ 4mm の 棒 を 板 の 内 側 に 2 列 並べ て 、 そ こ を バン 
ド で 止め る こと で 二 重 テ ー ル に 。 溶接 で は な いこ と か ら 、 
脱着 も 容易 。 排気 を 利用 し て こも っ た 熱 を 引き 抜き 、 車 
内 温度 を 下げ る た め の ア イデ アパ ー ツ だ 。 


| 2019 | Rd4 タ イー | 


7/ の 2/// 


サイ ドス テッ プ 
空力 の 違い を 体感 で きる 場所 


ノー マル の サイ ドス テッ プ は ホー ル が 設け られ て いた が 、 車 両 購入 時 に ホー ルレ 
ス で 発注 。2015 年 と 16 年 は フェ ンス の み で 戦い 、17 年 か ら 上 面 に カバ ー を 設置 
し た タイ プ を 使い 続け て いた 。15 年 か ら ス テア リン グ を 握り 続け て きた 松井 は 、「 こ 
こも すご いい 空力 を 感じ た 部 分 | と いう 。19 年 の 開幕 前 に は 外側 後方 を 絞り 込ん だ 
タイ プ を テス ト し た が 、 空 力 の バラ ンス が 悪く な っ た た め お 蔵 和信 り と な っ て いる 。 
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| 2015 | Rd.1 岡山 こ 


2016 Rd.1 岡山 MDDg9/ S SuW 


リヤ ウイ ング 


厚み を 15mm 増 や し 
前 方 へ 30mm 延 長 


デビ ュー 戦 か ら セ ッ テ ィ ング パー ツ と し て ガー ニー フラ ッ 
プ を 導入 。 し か し 、 ガ ー ニ ー を 装着 する と 全高 が 高く な っ て 
レギ ュ レ ーション 違反 と な る た め 、 ウ イン グ ス テ ー の 取り 付 
け ボ ルト の 穴 を 加工 し 、 ウ イン グ 全 体 を 下げ て 対処 し た 。 

2016 年 に は メイ ンプ レー ン を 加工 。 前 方 は 写真 に 9| い た 

ライ ン か ら 上 が 足 さ れ た 部 分 で 、 厚 み が 約 15mm 増 。 前 方 へ 
本 [ は 約 30m 延 長 さ れ て いる 。 メ イン プレ ー ン の 下面 を 流れ る 
空気 量 が 増え た こと で 、 リ ヤ の ダウ ン フ ォ ー ス が 向上 し た 。 
写真 は カー ボン で 成形 され た 最終 仕様 に な っ て いる が 、 当 初 
は も ら っ て きた アル ミ 製 ウイ ング の 前 側 を カッ ト し 、 そ れ を 
ガム テー プ で 止め て テス ト し て いた と いう 。 


2015 交 2019 


HOUPPY 86 


SN こい Ni 生 


リヤ ディ フュ ー ザ ー 


タウ ン フ ォ ー ス を 求め て 切り 欠き レス に 


レー シン グ パ ー ツ の 多く は 設計 者 の クセ が 出る そう Normal 
で 、 か つて 童夢 が 手がけ た HSV-010 GT も 切り 欠き 征 重 11iLTI LE 
ディ フュ ー ザ ー だ っ た 。 童夢 製作 の MC も 、 そ の 流れ 0 mn 1ー( 
に よる の だ ろう 。 た だ 、 切 り 欠 き フ ィ ン は ドラ ッ グ が 
小さ く な る 反面 、 ダ ウン フォ ー ス が 玉 ま る 傾向 に ある 。  - 
つちや エン ジニ アリ ング で は リヤ の 安定 感 を 増やす べ 請 論 
く 、2016 年 の 第 4 戦 SUGO で スタ ンダ ー ド タイ プ に 
変更 。 ノー マル は カー ボン 製 、 つ ちや 製 は アル ミ 板 だ 。 


リヤ フェ ンダ ー 


リヤ の 安定 感 が 増し た 、 ア ルミ 板 製 


2016 年 第 4 戦 SUGO、 ア ルミ 板 を 使っ て リヤ フェ ンダ ー の 上 面 を 延 
長 。 後 端 に は 脱着 式 の ガー ニー フラ ッ プ も 備え て いた 。 こ の と き の 予 選 
で の ポー ルポ ジ シ ョ ン & コー スレ コー ド 、 決勝 2 位 に は 、 こ こ で の リヤ 
の ダウ ン フ ォ ー ス アッ プ が 大 きく 貢献 し て くれ た と いう 。 

17 年 の 第 6 戦 鈴鹿 で の 横転 クラ ッシュ に より 、 次 の タイ 戦 に 間 に 合 
わせ る た め に も 急きょ 投入 し た の が 童夢 製 の エア ロカ ウル 。 上 面 の 延長 
と いう 部 分 で は 似 た デザ イン だ が 、 フ ロン ト フ ェ ン ダー と の 相性 も ある 
の だ ろう 、| 空 力 の バラ ンス と し て は 前 の ほう が 良かっ た | と 松井 。 


| 2016 | Rd.4 SUGO~ 


| 2016 | Rd.4 SUGO~ 


5 ズ 守 と 
M の 7or 


ーー 『 き 間 


7 リリ リリ リリ 
史 VONVER 


S.5/Z7 


776 ぐ 


/ 


35 昨 目 晶 卓上 上 目 晶 晶 晶 目 昨 昌和 目 に 目 卓上 に | 目 目 卓上 上 目 晶 上 | 目 由 昌 | 目 目 昌 目 目 由 四則 出 由 


ロッ カー アー ム ROCKER ARM 


タイ ヤ か ら の 入力 を 確実 に 伝達 


ダン パー ユニ ッ ト を 車体 内 部 に 移設 する 、 イ ン ボ ー ド 
式 で 必要 に な る の が ロッ カー アー ム 。 ア ッ プ ライ ト か ら 
つなが る プッ シュ ロッ ド が ロッ カー アー ム を 動か し 、 そ 
こ に つなが る ダン パー を 伸縮 させ る 役目 が ある 。 

それ ゆえ に 、 走 行 に お いて の 重要 パー ツ 。 入力 が 逃げ 
な い 確 実 な 固定 が 不可 欠 と な る が 、 特 に 取り 付け に 制約 
が ある エン ジン ルー ム 側 で は 、 設 計 者 の 知識 が 求め られ 
る 。MC の 製造 元 で ある 童夢 は 、 さ ら に スペ ー ス 的 制約 
が 上 厳し い フ ォ ー ミ ュ ラ カー の 経験 も 豊富 。 写真 の よう に 、 
ブリ ッ ジ を 介し て シャ シー に 装着 する こと で 剛性 を 高め 
る 手法 は 、 今 年 か の ら 始ま る フォ ー ミ ュ ラ ・ リ ー ジ ョ ナル 
の 車両 で も 採用 され て いる 。 

つちや エン ジニ アリ ング で は 、 ア ッ プ ライ ト か ら 「 ハ ハ ] 
の 字 に 伸び て 斜め に ロッ カー アー ム に つなが る プッ シュ 
ロッ ド の スペ リカ ル (ピロ ボー ル ) が 抜け な いよ うに 、 
プッ シュ ロッ ド の 先端 を 押さ える プレ ー ト を 追加 。 車両 
側 の 写真 で は 、 そ の プレ ー ト は 未 装着 。 単品 の 写真 、2 
本 の ボル ト で 取り 付け て ある 小さ な プレ ー ト が それ だ 。 


2015 ゆ 2019 
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サー ド タ ダン バー srdElEMENT 


調整 が 容易 な 歯車 式 


加速 時 や ブレ ー キ ング 時 、 車 体 や サス ペン ショ ン の 前 後方 向 に 沈む 量 を 制御 
する こと が で きる サー ド ダ ン パ ー。 通常 は バン プラ バー や パッ カー の 増減 に よ 
っ て セッ ティ ング する が 、 フ ロン ト の サー ド ダ ン パ ー に は 歯車 を 組み 込み 、 ダ 
イヤ ル に よる 容易 な 調整 を 可能 に し た 。 た だ し 、 走行 中 に ドラ イ バ ー が 調整 す 
る こと は で きず 、 調 整 ダ イヤ ル は 助手 席 の ドア 付近 に 設置 され て いる 。 な お 、 
歯車 丈 の 技術 は 、 か つて 春雄 氏 が JTCC 時 代 に 使っ て いた も の だ と いう 。 
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| 2018 | Rd.1 岡 山 < | ア 王 Y Normal 
パドル シフ ト 用 ソレ ノイ ド バ ル ブ プ 50LENOID WAVE for Padle shif 


ノー マル の 3 連 を セパ レー ト タ イ プ に 


パル シフ ト 用 の ソレ ノイ ド バ ル ブ は 、 ノ ー マ ル だ と トラ ンス ミッ ショ ン を 搭 
載 す る リヤ セク ショ ン に 搭載 し て いる 。 つ ちや エン ジニ アリ ング で は 、2015 
年 の 第 4 戦 富士 か ら ソ レノ イド バル ブ を ミッ ショ ン 上 に 移設 。 配管 を より 短く 
] そ する こと で エア の 排出 量 を 減ら し 、 レ スポ ンス を 向上 させ る の が 狙い だ っ た 。 
S,S0Z047 N、 1 mW 本 し か し 、 ノー マル の ソレ ノイ ド バ ル ブ は 、 アッ プ 、 ダウ ン 、 ブリ 0 ピン シンク が 

| ! ー 体 に な っ て いた 。 ブ リッ ピン グ 用 は エン ジン スロ ッ ト ル の 制御 と な る た め 、 
2018 年 か の ら は ブリ ッ ピ ング 用 の み を エン ジン ルー ム に 移設 。 セ パレ ー ト タイ 
プ の ソレ ノイ ド バ ル ブ は MYZ が 作っ て くれ た も の だ 。 な お 、 ア ッ プ & ダウ ン 用 、 
ブリ ッ ピ ング 用 と も に 、 完 全 な 固定 は 振動 に よる トラ ブル が 発生 する た め 、 遊 
び が で きる よう に スポ ンジ で 固定 し て いる 。 


S,S0Z07 
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ミッ ショ ン ベル ハウ ジン ク 補強 プレ ー ト & バ ー 
MISSION BELL HOUSIN6 


車体 姿勢 を 変え ず 
トラ クシ ョ ン ア ッ プ を 狙う 


リヤ アッ パー アー ム の 前 側 は 、 ミ ッ シ ョ ン の ベル ハウ ジン グ 
に 取り 付け られ て いる 。 そ れ ゆ え に 、 ベ ル ハ ウジ ング の 剛 全 は 
サス ペン ショ ン に 影響 を お よ ぼ す 。 

クル マ の 姿勢 は 変え たく な いた め 、 ス タビ ライ ザー や サー ド 
ダン パー は いじ り た く な い 。 ほ か の 方 法 で トラ クシ ョ ン を 増 や 
そう と 目 を つけ た の が 、 こ こ だ っ た 。2019 年 の 開幕 戦 で は 、 
アッ パー アー ム が つなが る ベル ハウ ジン グ の 上 を フタ する よう 
に 、 中 央 を くり 貫い た プレ ー ト を セッ ト ( 右 の 写真 )。 程 よく 
た わ み 、 効 果 が あっ た 。 

そもそも 高 負 荷 が か か る 部 分 で あり 、 過 去 に 何 度 も クラ ッ ク 
が 入っ た こと も あっ た た め 、 そ の 後 の 第 3 戦 鈴 鹿 で は ベル ハウ 
ジン グ 内 、 左 右 の アッ パー アー ム 裏 側 を つなぐ 補強 バー も 製作 。 

| 2019 | Rd.3 鈴 鹿 こ | バー の 厚み 違い の 弱 と 強 、 そ れ に 加え て ブロ ッ ク 状 の “スー パ 
ー 強 を 作っ た 。 し か し 、 了 剛体 を 上 げす ぎる と オー バー ステ ア 
が 強く な りす ぎ た と いう 。 | 正直 、 こ こ は ど れ ぐ らい や っ た ら 
良い の か 分 か ら な い | と 、 正 解 は 出せ な か っ た よう だ 。 な お 、 
プレ ー ト と バー は 端 材 の た め 人 資材 費 は 0 円 。2500 円 と いう の 
は ブロ ッ ク 状 の “スー パー 強 " の み の コ スト だ 。 


| 2019 | Rd.1 岡山 こ 
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晶 目 目 目 目 目 卓上 目 邊 和 目 目 上 上 昌 上 日 目 目 目 目 由 上 目 日 晶 目 目 有利 目 利 上 | 目 昌 目 卓上 に 目 上 利 目 上 和 上 風 上 上 卓上 目 上 利 和風 貞昌 目 目 目 則 岬 則 由 39 
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プロ ベラ シャ フト 


"振動 問題 "諸悪 の 根源 


MC の 本 格 参戦 初 年 度 と な っ た 2015 年 、 全 車 が 苦し ん で いた の が 振動 だ っ た 。 当 然 、 
振動 は さま ざま な トラ ブル に つなが る 。 多 く の 箇 所 に 負担 を か ける だ け で な く 、 勝 手 に 
シフ ト ア ッ プ する こと も あっ た 。 そ の 諸悪 の 根源 が プロ ペラ シャ フト だ っ た と いう 。 

ノー マル は 海外 製 (写真 上 ) 。 回 転 運動 を 繰り 返す プロ ペラ シャ フト は ウエ イト を 使 
っ て バラ ンス を 調整 し て いる が 、 ノ ー マ ル は ウエ イト を 
シャ フト の 外側 に 設置 し て いる の が 分 か る 。 遠心 力 で 剥 
が れる 可能 性 も ある の に 、 だ 。 こ の こと か ら も 分 か る よ 
うに 、 精 度 が 低 す ぎ た 。 そ こ で 16 年 に 向け 、「[ 知 り 合い 
の 社長 さん に 作っ て も ら っ た | と いう の が 写真 下 。 直後 、 
全 MC が こち ら に 交換 し て いる 。 


SS0Z7 


| 2019 | Rd.1 岡山 こ 
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2016 Rd.1 岡山 こ 


パドル シフ ト 用 コン プレ ッ サ ー 移 設 / 
低 重 心 化 よ り も 熱 対 策 


当初 、「 重 いも の は 下 に | と いう 
低 重 心 化 の セオ リー に な らい 、 パ ド 
ルン シフ ト 用 コン プレ ッ サ ー は リヤ タ 
イヤ 前 方 スペ ー ス に 設置 し て いた 。 
し か し 、 そ こ は 熱 が こも る 場所 で あ 
リヤ スタ ビラ イ ザー 補強 バー り 、 ロ ー ル ケー ジ 上 に 移設 。 か つて 
は 勝手 に シフ ト ア ッ プ する な どの ト 


ee ラブ ル に 悩ま され て いた が 、 こ れ に 
金属 は 動く ! 補強 で 確実 に 固定 Yerd1 


1 ノッ チ 替 える だ け で も 走り が 変わ る スタ ビラ イザ ー。 そ の 
精度 を 上 げ る べく 、 ス タビ ライ ザー を 確実 に 固定 する 補強 バー 
を 追加 。| 和 荷重 が か か っ た り 圭 が 入っ た 人 金属 は 動く (歪む ) と 
いう こと を 、 こ の クル マ で 学ん だ 。 新車 だ っ た ら そ こま で 変わ 
ら な いけ ど 、5 年 目だっ た か ら 必 要 に な っ た パー ツ ] と 武士 。 125 | RQ.5 富 士 > | 


間 
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リヤ タイ ヤ ハ ウス 内 側 フ ェ ン ス 
タイ ヤ ハ ウス 内 の 空気 を 整流 


ノー マル の リヤ タイ ヤ ハ ウス は 、 内 側が 大 きく 開け られ た 状態 に な 
っ て いる 。 そ こ で 2015 年 第 2 戦 富 士 で は 、 タ イヤ ハウ ス 内 の 空気 を 


整流 する た め 、 下 側 の み に フ ェ ン ス を 設置 。 そ の 後 、 フ ェ ン ス は 形状 た びん 2 く 旨 証 1 で 者 99 < 
を 変え て いき 、 最 終 的 に は ほとん ど を 塞ぐ ほど に 大 きく な っ た 。 ミッ ショ ン ケ ス の た わ み を 解消 


ミッ ショ ン ケ ー ス 補強 プレ ー ト 


ミッ ショ ン ケ ー ス は リヤ ウイ ング の ステ ー と つなが っ て いる 。 リ ヤ ウ イ ン 
グ の ダウ ン フ ォ ー ス に よっ て ミッ ショ ン ケ ー ス は 後方 へ と 引っ 張ら れる の に 
加え 、MC の リヤ ウイ ング ステ ー は ジャ ッ キ アッ プ ポ イン ト で も ある 。 
2015 年 の 参戦 か ら 3 年 目 を 迎え て いた 17 年 、 ミ ッ シ ョ ン ケ ー ス の つなぎ め 
上 側 に 、 こ れ ら の 人 負荷 が 原因 と 思わ れる 「 動 いた | 痕跡 を 発見 。 実際 、 ミ ッ 
ショ ン が 冷え た 状態 だ と 、 シ フト ア 
ッ プ し な い ト ラブ ル も 起き て いた 。 議 織 紅 

第 3 戦 オ ー ト ポリ ス に 向け 、 そ の 
部 分 を 補強 する べく 、 春 雄 氏 が アル 
ミ 板 の 削り 出し プレ ー ト を 製作 。 ト 
ラブ ル は 解消 され 、 オ ー ト ポリ ス で 
優勝 を 果たし た 。 


| 2015 | Rd.2 富士 こ 


SE ーー ーー 2017 | Rd.3 オー ト ポ リス て 


※cost は 人 件 費 を 除く 、 資 材 費 も し く は 部 品 代 の み 。 
昨 目 晶 昨 昌和 上 目 上 卓上 目 昌和 目 目 晶 卓上 由 上 目 目 旧 昌和 目 四 目 目 晶 上 出生 昌 四則 風量 還 | 


『 4 
時 目 目 川 川 目 層 
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- 寺 和 


| 2016 | Rd.1 岡山 こ 


| 2015 | Rd.1 岡 中 < | 
フロ ント サス ベ ペンション アー ム 


奥 が 深い 、 溶 接 ボ イン ト と バイ プ の つ な き 方 
と で 、 ツ ラッ タク が 人 人 っ た だ ノー マルル 


MC 本 格 参戦 か ら わ ず か 2 戦 目 と な る 2015 年 の 第 2 戦 富士 、4 台 の の 申 ワ アー ム 。 2( 側 る 自 の スピ レ 
MC 全車 が リタ イア し た 。 つ ちや エン ジニ アリ ング だ け は 別 の 理由 だ っ た が 、 ー で 染め て 内 側 か ら 赤 の スプ レー 
3 台 が リ タイ ア し た の は フロ ン トロ ワ ア ー ム の 破損 が 原因 。 つ ちや で も そ お 人 0 
の 後 、 ロ ワ ア ー ム に クラ ッ ク が 見 つか っ て いる 。 

写真 は それ ぞ れ 、 上 側が ノー マル 、 下 が MYZ 製 作 
で 販売 元 が つちや の バー ジョ ン 2 で 、2016 年 か ら 導 
入 さ れ た も の 。 一 見 する と 、 ノ ー マ ル は プレ ー ト で 補 
強 さ れ て お り 強 度 が 高 そ うだ が 、V 字 の ] 机 点 部 分 に 向 
か う パ イプ の つなが り 方 、 溶 接 の 仕方 か らし て 強度 不 
足 な の は 明白 だ と いう 。 と くに 溶接 は 奥 が 深く 、 溶 接 
ポイ ント に よっ て は 応力 が 1 点 に 集中 し 、 破 損 の 原因 
に な る そう だ 。 ロ ワ ア ー ム は 当初 の バー ジョ ン 1 で は 、 
パイ プ と ピロ ボー ル 部 の 溶接 ポイ ント を パイ プ の 側面 
と し て いた が 、 よ り 応 力 を 残さ な いよ うに パイ プ 中 央 
部 分 で 溶接 し た バー ジョ ン 2 へ と 進化 し て いる 。 


溶接 し た 部 分 に 応力 が 集中 し た こ 


S.S0Z07 SS027 
アッ パー アー ム ブ ラケット 


" 面 "に し て 応力 を 逃がす 


アー ム と し て の 入力 自体 は ロワ の ほう が 大 きい が 、 ア ッ パ ー ア ー ム の 前 側 ブラ 
ケッ ト は タイ ヤ の 中 心 に 近い 位置 関係 、 ま た ブレ ー キ ング 時 の 支え と な る 部 分 で 
あり 、 強 大 な 負荷 が か が かかる 。 ノ ー マ ル は 、 し ょ っ ちゅ う ク ラッ ク が 入っ た と いう 。 


写真 は 右 が バージョン 1 、 左 が バー ジョ ン 2 で 、 還 四 軒 還 hTIWiTISS 

い 3 に に 3 ヾ ゃ で ヾ プ 世に 
どちら も MYZ 製 。2016 年 か ら 投入 し た バー ジ ピン ーー / ク “ 
ヽ らっこ 、 さ 逐 が ly / テ ら .S/Z 
ョ ン 1 は 、6000km で の 交換 が 必要 だ っ た 。 そ こ (に 】 匠 し / 語 


で 2017 年 か の ら は より 高 耐 欠 な バー ジョ ン 2 に 。 
" 山 "部 分 を 削り 取っ て 面 に する こと で 、 応 力 を 
分 散 さ せ た の だ 。 | 地味 な パー ツ だ けど 、 応 力 の 
逃がし 方 と か を 一 番 教え て も ら え た 」 と 戒 士 。 


Ver.1 
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スト レー キ 


コス ト 0 円 で ドラ ッ ク グ を 低減 


GT3 車 両 に 対し て エン ジン が 非力 な MC は 、 ダ ウン 
フォ ー ス ニテ ドラ ッ グ を 減ら す 方 向 で スト レー トス ピー ド 
を 伸ばし て いる 。 富士 仕様 の エア ロ や フリ ッ ク ボ ッ ク 
ス は 、 そ の 代表 例 だ 。 

し か し 、 エ アロ の 開発 は コス ト が 高く な る 。 そ こ で 
フロ ント の タイ ヤ ハ ウス に 装着 する の が スト レー キ 。 
プレ ー ト に よっ て タイ ヤ の 前 面 に 当たる 風 の 量 を 減ら 
し 、 タ イヤ の 回 転 抵抗 を 減ら す 。 ア ルミ 板 の 端 材 の た 
め コ スト は 0 円 。 


| 2015 | Rd.2 富士 こ 
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フロ ント アッ プラ イト 
つちや が 先行 開発 、 バー ジョ ン 1 は お 蔵 入 り に 


2015 年 第 2 戦 富 士 で MC 全車 に 発生 し た 、 フ ロン トロ ワ ア ー ム の 破損 トラ ブル 。 
それ は 共通 部 品 の ひと つ で ある アッ プラ イト の 問題 で も あっ た 。 直後 、 つ ちや エ 
ンジ ニア リン グ で は フロ ント の アッ プラ イト を 先行 開発 。 ふ た つ 並 ん だ 写真 の 左 
が バー ジョ ン 1 で 、 第 4 戦 富士 と 第 5 戦 鈴 鹿 で 投入 され た 。 

ノー マル の アッ プラ イト は スチ ー ル 製 、 そ れ を ベー ス に エン ケイ に お 願い し 、 ア 
ルミ の 鋳物 で 製作 。 ジ オメ トリ ー や アッ カー マン (ステ アリ ング の 切れ 角 ) を 最 
適 化す る な ど 若 干 の 変更 は ある が 、 ノ ー マ ル と 同様 に プッ シュ ロッ ド と ステ アリ 
ング ロッ ド は スチ ー ル 製 の ブラ ケッ ト を 使っ て 装着 する タイ プ だ っ た 。 し か し 、 こ 
- れ は 2 戦 使っ た だ け で お 蔵 入り に 。 
そし て 2016 年 シー デン に 向け て 開発 し た 
ee の が 、 ブ ラケット を 一 体 に し た 


-ー- バー ジョ ン 2。 要 所 で 肉 厚 


L 2 
の 4 


を 増やし 、 強 度 も 高め られ た 。 
by まで 信 と の パー ジョ ンク 
が MC の 共通 部 品 と な っ て いる 。 


バー ジョ ン 1 は ノー マル 形状 を 踏 襲 し 、 
プッ シュ ロッ ド (下部 ) と ステ アリ ング 
ロッ ド ( 側 右 ) は スチ ー ル 製 の ブラ ケッ 
ト を 介し て 装着 し て いた 。 バ ー ジ ョ ン 2 


| 2016 | Rd.1 岡山 で は 、 そ こ を アル ミ の 一 体型 に し て いる 。 
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参 1 グ | 5 の い 人 年 も パ 高 ほ で い は 未 
戦 9 の チ 分 ト て 間 そ 含 | い ど ある F 来 
が 年 資 !「 の | も 同 れ め ツ "に りり "21 に 
危 シ 金 ム 4 1 タ ア じ に る し ま ` 剛 !A つろ 
ぶ | は で ほ ル ル ハ 対 と か た いる 性 3・ た 
ま ズ "あど コミ コ し 当 使 まう を 年 G 涯 
れ ン 潤 る だ ス 板 を いひ 然 え G の し 保 周 T げ 
て の 沢 つ と ト や 使 未 高 す T G な つ 期 3 る 
い 開 と ちい で 端 い ッ 額 3 T い た で を た 
に 幕 は や う 考 材 続 ビ に 欧 は 3 と め 新 使 め 
ほぼ 時 言 エ " え け 」 な 州 ほ は 0 上 と 車 う の 
と に い ン プ る 使 た gg る か と 0O 位 い に ト 浅 
だ は 難 ジ ラ と い ^ ら ん は を う 買 ツ 断 
っ い ニ イ G 部 M の ど レ 争 の い フ 
そ 全 ? ア ベ T 5 品 C 輸 で べ え が 替 チ 
の 戦 2 リ | 3 年 に は 送 公 ル な 理 え | 
状 の 0 ンタ の 間 お 5 費 認 が い 由 て ム 
| 所 作 伝 いし ト 士 ノ C る チ い 着 7 額 況 
人 ム だ た つえ と た だ た ム 人 有職 省 一 し の まき 老 リ 武 を で 
ゃ や っ つて れい M ス 人 め と か は ム の % ン 土 埋 5 
、 た くば う Y の の チ 称 な G が レグ が め 年 
臣 プ フ れ “<Z チ 技 | すい 1 独 | 選 を M て 間 
士 口 る そつ の | 術 ム る と 3 自 ス 層 7C い 上 
が ンー れこ と 今 フ と が 父 言 O に 界 人 年 を た 位 
ー ト と だ と 西 メ い 受 ・ え OO 車 は を ぶ 選 の を 
ー の 春 け め カ うけ 春 る の 両 ワ レレ リ び が 争 
番 サ 雄 で 強 代 二 部 継 雄 "J や ン 衣 に ` `、 っ 
勉 ス 氏 べ 度 表 ツ ッ 分 い 氏 武 A 部 メ て 復 つ 職 て 
強 ペ “" ス を の ク で で の 土 F 品 イ る 活 ち 人 き ノ 2 
こ ン M ト 上 上 協 と は い 技 が ・ を ク さや の た 15 2019 = 
うる の る た も て か 最 は パ 1 肝 が め た ン 梓 る 0PPY86: 
つ ヨ 了 y 地 N ) こ ン ン 術 
た ン 泣 の い 大 活 つ 中 ` ケ と で 進 だ の ジ だ の 
ア き を と き 躍 て だ 武 モ M き み "は ニニ 差 


※cost は 人 件 費 を 除く 、 資 材 費 も し く は 部 品 代 の み 。 
昨 目 上 昌和 目 上 目 目 目 目 利 由 目 昌和 目 目 利和 目 上 目 目 卓上 目 上 目 晶 目 | 目 卓上 目 利 目 | 目 目 晶 卓上 | 目 是 卓上 目 卓上 に 目 卓上 目 昨 目 卓上 目 用 晶 車軸 
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リヤ サス ベ ペンション アー ム 


対策 品 は シン ブル に な っ て 頑強 に 


写真 は 上 が 初期 の アー ム で 、 下 が 童夢 製 の 対策 品 。 フ ロン ト 
アー ム 同 様 、V 字 の 頂点 部 分 に 向かう パイ プ の つなぎ 方 が 見 直 
され 、 補 強 プ レー ト が な く な っ た ぶん 溶接 箇所 が 少な く な っ て 
いる 。 見 た 目 は シン プル に な っ た が 、 対 策 品 の ほう が 頑強 だ 。 
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リヤ タイ ヤ ハ ウス 


タイ ヤ カ ス 対策 か ら 一 転 
空力 パー ツ に 


ノー マル で は アン ダー パネ ル が 伸び て いて 、 タ イヤ カ 
ス が 溜まっ て いた 場所 。 そ こ で 2015 年 の 第 3 戦 タ イ 、 
その 対策 と し て 装着 。14 年 の GT500 で は 、 ジ ョ ー カ ー 還 還 胃 還 K ル EZ の 5 
パー ツ と し て 装 六 す る メー カー も - 
あっ た も の だ 。 その後 、 リ ヤ の ダ 
ウン フォ ー ス を 増やす 効果 が ある 
と 判明 。16 年 に は より 大 きく し 、 
空力 パー ツ と し て 使い 続け て いた 。 
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MC が 与え て くれ た 、 知 見 と 仲間 


| ぐさ 計 州 ご 球 河 毅 滞 いい ゴ 潜 交 


o の さき evdNt 漏 汗 へ 吾 
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を こす の つて C た し り 意 て ご 戦 次 は G の 
し ろ よ 規 た 走 は め れ ン 固 い チ く お を 速 T 後 
な を " 則 と つ ` の な グ 地 く | シ う 区 いい 3 の 
が 活 そ が いて た 道 い は に に ムン ーー くけ 0O 計 
ら か の 決 う いく を " ど な は の プ と . ょ ど と ど 0O 画 
`~ せ と ま 感 た さ 選 だ こつ ` み ル 提 方 決 の が 
こる きれ じ か ん ん か か た 答 ん に 案 局 勝 規 進 
の ?” に ば は ら の だ ら で ら えな 経 し で 則 ん 
M 別 は ` 全 だ 人 “ 止 は の 営 て ふ は だ で 
C の ポ す 然 と の 未 ま つ 明 未 者 く < と 厳 と い 
で クル ぐし 思 気 来 つ ち 確 来 と れ 告 し ` な 
開 ル シ に な う 持 を て や だ を し た 況 か M い 
発 マ エ で いけ らち 作 し エ っ 長 て ん 同 っ C 
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初期 も の で は クラ ッ ク が 入っ た た め 、 
つちや エン ジニ アリ ング で は 当て 板 
の 溶接 で 補強 し て いた 。 


AV ポー ツボ 半 立 へ wcwS 吉光 


リヤ アッ プラ イト 
上 部 の バー を 角柱 か ら 丸 柱 へ 


初期 の リヤ アッ プラ イト は 、 ア ッッ パー アーム と トー リン ク の 取 
り 付け 部 を つなぐ バー が 角柱 だ っ た 。 角柱 は 一 辺 に 力 が 集中 し や 
すい た め 、 そ の 後 童 夢 に よっ て 丸 柱 に 改め られ て いる 。 ど ちら も 
スチ ー ル 製 。 春雄 氏 に よる と 、| 対策 は され た けど 構造 的 に も 、 
溶接 の 仕方 も ダメ 。 応力 が 残っ て いる 」 と いう が ……。 
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C 育 エ で 残 て ニ え 衛 な い 作 と 
は て と 目 念 に アホ て きい な っ つい 
いる い に な お リッ も は ーー か た う 
まこ うす が い ン ピ ら と うつ も ア 
("と 6@G る ら て グ 「 っ 内 口 た の ッ 
大 と T 機 今 特 86 た で を ら だ パ 
き は 3 会 年 別 ラ リー ご と ン と そ 生 
な で で は な イ M と が かろ こ ふ ブ 
岐 き 走 な そ 存 ババ し じ 続 ら え の た ラ 
路 る る ろ い の 在 ル は け だ グ り リグ 
に の 今 だ 姿 だ た 知 ? ル は ッ 
5\ た 年 ろ を ンジ 上 見 そ マ ーー ト 
る る ろ る ヽ う サ た ア ち と し は 今 は 
Y う ココ パン や 伸 て 走 西 今 
エ か 職 ポ キレ し “ エ 同 武 れ さ 西 
2 AA ルク の と SW で ん 殿 
ジ M を シト し ベジ 与 は い が が 
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シー ト 5sE 


趣味 が 高じ た アイ デア も の 


MC の シー ト ボ ポジ ンション は シー トレ ー ル の レバ ー を 引い て 調 
整 す る 。 そ の レバ ー に ベル ト を 結び 、 シ ー ト の 下 に 手 を 伸ばす 
こと な く ポ ジ シ ョ ン を 調整 で きる よう に し た 。 ち な み に こ れ は 、 
春雄 氏 の 趣味 で ある パラ グラ イダ ー 用 の ベル ト を 使っ た も の だ 。 


1 2017 | Rd.7 タ イー | 


アリ クリ イル リッ) 


を "。 | 豆 記 


EL 
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※cost は 人 件 費 を 除く 、 資 材 費 も し く は 部 品 代 の み 。 
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ブレ ー キ ペタ ダル & フ ッ ト レ スト BRAKE PEDAL& FOOTREST 


木 症 フッ トレ スト で 熱 間 題 を 改善 


| 2015 | Rd.4 富士 こ 


ステ アリ ング srEElNe 


仲間 か ら の 贈り 物 


コク ピッ ト は 基本 と し て MC 共通 と な り 、 


手 を 加え る 場所 は 少な い 。2017 年 第 7 戦 
タイ か ら は 、 レ ー ス 仲間 で あり 、 レ ー シ ン 
グ カ ー の 配線 な ど を 手がけ る JAM R&D が 
| 勝手 に 作っ て くれ た | と いう ステ アリ ン 
グ を 使っ て いた 。 


ブレ ー キ ペダ ル は 滑り 防止 
の た め 、 ア ルミ 板 に フラ イス 
で 溝 を 切っ た も の に 変更 。 ペ 
ダル の 面積 も ノー マル か ら 少 
し だ け 大 きく な っ て いる 。 ま 
た 、 ペ ダル 付近 は 高温 に な る 
こと か ら 、 フ ッ ト レ スト に 木 
の 板 を 貼り 、 熱 が 伝わり 難い 
対策 も 施さ れ て いる 。 
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ゴッツ 後藤 "の 


まだ まだ 続い て いる “イン プ vs ラ ン エ ボ " の 熱 園 


件 
プ WRX も 生産 終了 。ST-2 は 台数 が 少な い 
か ら 、7 連 穫 と 言っ て も 余裕 だ っ た ん じゃ な 
い ?2 いま 面白 い の は ST-Z(GT4) や TCR だ ね 」 
最近 は 友人 か ら も こん な こと を 言わ れる 。 い 
や いや 冗談 じゃ な い ! 
ちゃ ん と 聞い て か ら 言 っ て ほし い 。 

2019 年 の も の と な る が 、 ま ず は 参戦 チー ム 
の 紹介 か が から 。 ボ ク が お 世話 に な っ て いる 


中 OUWAINIEO は 才 全 バフ コーク の の 大渕 選 で 。 


息子 で A ド ドラ イ バ ー の 学 君 が 二人三脚 で 切り 盛 
りす る 大 澤 親子 の チー ム 。TOWA INTEC は ス 
バル を 中 心 と する 自動 車 部 品 メ ー カ ー で 、 学 君 
は スバ ル の テス トド ライ バー。 S 耐 に は 03 年 
か ら 参 戦 し 、 ス バル 車 で の レー ス 参 戦 を 生き が 
MSPUIO NR 

2 台 の ラン サー を 走ら せる シン リョ ウレ ー シ 
ング は 、 チ ー ム オー ナー 兼 A ドラ の 冨 材 朋 広 さ 
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こう し て ラル 


(as) 


基本 的 に ここ で の 優勝 回 数 が 多い 者 か ら 進出 


ラス ト 10 戦 で 争う 。 3 レー ス を |「 1 ラウ ンド | と し て 、16 人 か ら 4 


説明 する と 、 ま ず シ リー ズ チ ャ ン ピ オ ン を 委 う 権利 を 得る た め に は 、 プ レー オフ 出 
5 作 の 52 合 電 の 10 台 と な っ た 。 


第 1 26 戦 を いわ ば プレ ー オ フ 進 出 獲得 争い の ラウ ンド と し 、 


弓 


進出 で きる の は 8 台 だ っ た が 、 


優勝 者 は 自動 的 に 次 ラウ ンド 進出 。 そ れ 以 外 は ラウ ンド 終了 時 点 で の 獲得 ポイ ント の 下位 4 人 が 足 切り 。 


昨年 まで の トラ 2 デラ で フレー オラ ( 


ュー ヽ 


ンド を 進め て いき 、 最 終戦 で チャ ン ピ オ ン の 座 を 争う 権利 を 得る の は 4 人 。 こ の 4 人 の な か で 最も 上 位 で フィ ニッ シュ を し た 者 が チャ ン ピ オ ン と な る 。 ち 


優先 権 を 与え られ る 。 プ レー オフ で は 16 人 の それ まで の ポイ ント は リセ ッ ト さ れ 、 


NASCAR に は 独自 の | プレーオフ | シス テム が ある 。 カ ッ プ 戦 を 例 ( 
人 ずつ が 振る い 落 と され て いく 。 


場 梓 (16 人) を 確保 し な けれ ば な ら な い 。 
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F IA は 2 月 7 日 、2019 年 8 月 31 日 に 決勝 が 
行なわ れ た FIA F2 選 手 権 第 9 戦 ベ ルギー 
で 発生 し た アン トワ ー ヌ ・ ユ ベー ル の 死亡 事故 に 
関す る 最終 調査 結果 を 公表 し た 。22 歳 の 若き オ 
能 の 命 を 奪っ た 4 台 が 絡ん だ アク シ デ ン ト は 、 わ 
ず か 14.6 秒 の 間 に 起こ っ た こと 、 ユ ベー ル は 最 
初 の 衝突 で 81.8G の 衝撃 を 受け た こと な ど が 明 
ら か と な っ て いる 。 

事故 は スパ ・ フ ラン コル シャ ン で 行なわ れ た 第 
9 戦 レ ー ス 1 の 2 周 目 に 発生 。 ジ ュ リ アー ノ ・ ア 
レジ 、 ラ ルフ ・ ボ シュ ン 、 フ ァ ン ・ マ ヌ エ ル ・ コ 
レア 、 そ し て ユ ベ ー ル の 4 名 が 絡む 大 クラ ッシュ 
だ つた 。 


アレ ジ が 引き 金 に 


調査 は は IA の セー フ テ ィ 部 門 
が 実施 。 物 的 証拠 や 映像 、 デ ー 
タロ ガー、 ア クシ デン ト ・ デ ー 
タレ コー ダー に 半 っ た デー タ な 
ど を も と に 進め られ た 。 

公表 され た 調査 結果 は | レー 
ス 1 周 目 に 、( ユ ベー ル ら の ) 
事故 と は 無関係 の イン シ デ ン ト 
で 低速 走行 する マシ ン が いた ご 
と か ら 、 タ ー ン 12…13 ( レ ・ 
ファ ー ニ ュ ) で イエ ロー フラ ッ 
グ が 振ら れ て いた が 、 ラ ッ プ リ 
ー ダ ー が 2 周 目 に 入っ た と き 、 
ゼタ ター1 は ほ グ リー シラ ラック 
が 出 て いた | と の 文言 で 始ま っ 
て いる 。 

[14.6 秒 間 に 起き た 一 連 の アク シ デ ン ト は 、 レ 


ー ス 2 周 目 の ター ン 3 (オー・ ル ー ジ ュ ) 出口 で 、 


ジュ リア ー ノ ・ ア レジ が マシ ンコ ント ロー ル を 失 
っ た こと に 端 を 発し た 。 ア レジ の マシ ン は スピ ン 
し 、 ト ラッ ク 左 側 の バリ ア へ 向かっ た 。 ア レジ の 
マシ ン は コン トロ ー ル を 失っ て か ら 1.9 秒 後 、 リ 
ヤ か ら バ リア に 激突 。 そ の 反動 で ター ン 4 ( ラ デ 
ィ オ ン ) まで 跳ね 返っ て きた 。 調査 の 結果 、 ア レ 
ジ 車 の 右 リ ヤ タ イヤ 内 圧 が 低下 し た こと が コン ト 
ロー ル を 失っ た 原因 と 考え る べき 合理 的 な 可能 性 
が 見 つか っ て いる 」 

[この クラ ッシュ に より 、 コ ー ス 上 に は アレ ジ 車 
の 衝突 で 散ら ば っ た パー ツ 片 (デブ リ ) が 存在 し 
た 。 こ れ ら を 人 避け る べく 、 後 続 の ボ シ ュ ン と ユ ベ 
ー ル は 右 方 向 へ 回 避 行 動 を 取り 、 タ ー ン 4 の ラン 
オフ エリ ア へ と 向かっ て いっ た ]」 

「 ふ た り の 回 避 行 動 は 、 イ エロ ー フ ラッ グ 掲 示 よ 
り も 先 に 行なわ れ た 。 イ エロ ー フ ラッ グ は アレ ジ 
車 が バリ ア に 衝突 し て か ら 1.8 秒 後 、 ポ スト 5 番 ( タ 
ー ン 4 ) で 掲示 され て いる 」 


[回 避 行 動 を 取っ た ふた り の うち 、 ボ シュ ン は ユ 
ベー ル よ り も 急激 に 減速 し 、 ユ ベー ル は ボ シ ュ ン 
より も さら に 右側 か ら ア クシ デン ト を 回 避 し よう 
と し て いた 。 そ の 結果 、 ユ ベー ル は ボ シ ュ ン が 操 
る マシ ン の リヤ に 衝突 し 、 フ ロン トウ イン グ を 破 
損 。 これ に より 、 ボ シュ ン も 右 リ ヤ タ イヤ を パン 
ク さ せ て し まっ た ] 

[この と き 、 ユ ベー ル の マシ ン は 時 速 262km で 走 
行 し て いた が 、 フ ロン トウ イン グ を 失っ た こと で 
コン トロ ー ル が 効か な く な り 、 タ ー ン 4 出口 の 右 
側 に ある バリ ア へ と 向かっ て いっ た 。 バ リア に は 
時 速 216km、 約 40 度 の 角度 で 激突 し て お り 、 こ 
の と き 最 大 33.7G の 衝撃 が 発生 した] 


[衝突 し た あと 、 そ の 反動 に より ユ ベ ー ル の マン 


ン は 回 転 し な が ら ト ラッ ク 上 に 飛び 出し て いっ た 。 


この 際 、 ユ ベー ル の マシ ン は 車体 左側 面 を ター ン 
4 へ 向け る よう な 形 と な っ て いた 」 

[これ ら の アク シ デ ン ト と ほ ば 同時 に 、 コ レア が 
アレ ジ の クラ ッ ン シュ 現場 へ と 差し 掛か っ て いた 。 
コレ ア は レー シン グラ イン を 走行 し て お り 、 タ ー 
ン 4 出口 で コー ス 右 側 を 走り 、 ア レン 車 の 後方 に 
隠れ て いた デブ リ に 接触 し た 」 

[コレ ア が デブ リ に 接触 し た の は 、 イ エロ ー フ ラ 
ッ グ が 掲示 され て か ら 約 1.5 秒 後 の こ と 。 こ の 接 
触 に より 、 コ レア の マン シン は 右 フ ロン ト サ ス ペン 
ショ ン に ダメ ー ジ を 負い 、 フ ロン トウ イン グ も 破 
損し た た め 、 マ シン を 制御 で き な く な っ た |] 

| コン トロ ー ル を 失っ た コレ ア の マシ ン は 右 斜め 
方 向 へ 進む 和 形 で ター ン 4 の ラン オフ エリ ア に 飛び 
出す と 、1.6 秒 後に ベール の マシ ン に 激突 し た | 
[コレ ア の マシ ン は ユ ベ ー ル の マシ ン に 対し 、 
86 度 の 角度 か ら 時 速 218km で 衝突 。 一 方 の ユ ベ 
ー ル 車 は ほぼ ば 静止 に 近い 状態 だ っ た 。 マ ン ン 同士 


の 激突 に より 、 コ レア 車 に は 最大 65.1G、 ユ ベ 
ー ル 車 に は 81.8G の 衝撃 が 加わ っ た 。 さ ら に 、 
この イン パク ト で ユ ペ ベー ル 車 は 時 速 105.4ktm ま で 


加速 し 、 再 び バ リア に 激突 。 そ の 反動 で 再び トラ 


ッ ク 上 に 戻っ て きた 」 

「2 台 の クラ ッシュ が 発生 し た 2.5 秒 後に は ダブ 
ルイ エロ ー が 振ら れ 、 さ ら に その 2.7 秒 後に は レ 
ッ ド フラ ッ グ が 掲示 され た 。 ユ ベー ル の マシ ン は 
バリ ア と の 2 度目 の 接触 に より 、 コ ー ス 左側 に 停 
止 。 そ の 2.6 秒 後に は コレ ア 車 が コー ス 右 側 に 停 
まっ た | 

| メディカル チー ム は アレ ジ の マシ ン が コン トロ 
ー ル を 失っ て か ら 12 秒 後 、 ダ ブル イエ ロー が 掲 
示さ れ 、 コ レア が クラ ッシュ す 
る 直前 に 出動 し 、 レ ッ ド フラ ッ 
グ 掲 示 か ら 54 秒 後に は ユ ベ ー 
ル の も と で 救急 活動 を 行なっ た 。 
また 、 レ ッ ド フラ ッ ク グ 掲 示 か ら 
16 秒 後に は コレ ア の マシ ン に 
燃料 漏れ に よる 火災 が 発生 し た 
が 、2 秒 以内 に マー シャ ル が 消 
火 活動 を 開始 。 レ ッ ド フラ ッ グ 
か ら 69 秒 後に は メデ ィ カ ル チ 
ー ム に より コレ ア の 救急 活動 も 
開始 され た 。 そ し て 、 事 故 発生 
か ら 2 分 以内 に 最初 の レス キュ 
ー チ ー ム が アク シ デ ン ト の 現場 
へ 到着 し て いる 」 

最後 に 、 調 査 報告 書 で は 今回 
の 分 析 結 果 が 次 の よう に まとめ 
られ て いる 。 

・4 名 の ドラ イ バ ー が 関わ る 複雑 な アク シ デ ン ト 
が 連鎖 し た こと で 、 コ レア と ユ ベ ー ル に よる 高速 
で の T ボ ー ン ” クラ ッシュ が 発生 し た 。 

・ 衝 突 時 の 速度 と 軌道 に に っ て 、 大 き な レ ベル の 
衝突 エネ ルギー が 生ま れ た こと で 、 ユ ベー ル は 致 
鉛 場 を 負い 、 コ レア も 大 き な 外 傷 を 負っ た 。 

・ さ ま ざ ま な 調査 分 析 に より 、 事 故 の 原因 は 単 一 
で は な く 、 複 数 の 要因 が 重なっ て 起き た こと が 確 
認 さ れ た 。 

・ 今 回 の 調査 で は イエ ロー フラ ッ グ や レッ ド フ ラ 
ッ グ に 対し 、 ド ライ バー が 適切 に 対応 し な か っ た 
と いう 証拠 は 見 つか ら な か っ た 。 

・ ア クシ デン ト に 対す る マー シャ ル と レー スコ ン 
トロ ー ル に よる シグ ナル の 掲示 、 レ スキュー チー 
ム に よる 対応 は タイ ムリ ー に 行なわ れ て お り 、 問 
題 は な か っ た 。 

この 事故 で ユ ベ ー ル は 22 歳 の 若 さ で この 世 を 
去っ た 。 コ レア は 一 時 危篤 状態 と な っ た も の の 、 
無事 に 意識 を 回 復 。 現 在 は 負傷 し た 右足 な どの リ 
ハビ リ を 行なっ て いる 。 
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Photo : 鈴木 紳 平 (Shimpei Suzuki) プ XPB FIAF2 TOYOTA 
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全 6 チ ー ム が “TGR" 


新規 参戦 は IROOKIE」 に 


Text : 平野 隆治 (Ryuji Hirano) 


T OYOTA GAZOO Racing が 2 月 7 日 、 
2020 年 の モー ター スポ ー ツ 活動 計画 に つ 


いて 発表 。 ス ー パ ーGT GT500 クラ ス で は 今季 、 


チー ム 体 制 の 変更 に 加え 、 新 た に ふた り の 
GT500 ル ー キ ー ド ライ バー が 参戦 する 。 

2019 年 に 大 嶋 和 也 山下 健太 組 が チャ ン ピ オ 
ン を 獲得 し 、2020 年 は 新た に 導入 され る クラ ス 
1 規定 に 準拠 し た トヨ タ GR ス ー プ ラ で 参戦 する 


トヨ タ 陣 営 。2019 年 まで の レク サス で の 参戦 か ら 、 


新た に ITOYOTA GAZOO Racing] と し て 6 
チー ム ・6 台 が GT500 を 戦う 。 

今季 は 全 チ ー ム が ITGR TEAM 一 』 と いう 名 
称 と な る が 、 新 た に カー ナン バー「『14」 を つけ 
る TGR TEAM WAKO'S ROOKIE が 参戦 。 同 チ 
ー ム に は 大 嶋 と 坪井 翔 が 起用 され る 。 

一 方 、 今 季 は ふた り の ルー キー が GT500 に フ 
ル 参 戦 。19 号 車 TGR TEAM WedsSport 
BANDOH に は 、 昨 年 GT500 初 ドラ イブ を 果 た 


PTCPPPUTPUPUTLELUULULLMILLIELLUILLULLIEELLULELLL 


し た 宮田 痢 朋 が 加入 。 
本 雄 資 と コン ビ を 組む 。 
また 、36 号 車 TGR 
TEAM au TOM'S に は 、 
WEC と スケ ジュ ー ル が 
バッ ティ ング する 中 嶋 一 
貴 に 代わ り 、 昨 年 の 全日 本 F3 選 手 権 王者 の サッ 
シャ ・ フ ェ ネ スト ラズ が 加わ っ た 。37 号車 TGR 
TEAM KeePer TOM S は 、 平 川 宮 と ニッ ク ・ キ 
ャ シンディ の 2017 年 チャ ン ピ オ ンコ ン ビ が 継続 。 
また 、38 号 車 TGR TEAM ZENT CERUMO は 
立川 祐 路 石浦 宏明 、39 号 車 TGR TEAM 
SARD も ヘイ キ ・ コ バラ イネ ン と 中 山 雄一 の コン 
ビ を 継続 し て 参戦 する こと に な っ た 。 

新車 を 導入 する こと も あり どちら か と いえ は 体 
制 孔 持 の 印象 が 強い トヨ タ 陣 営 。 オ フ の テス ト で 
は 順調 な 走り を みせ て いる だ け に 、GR スー プラ 
デビ ュー イヤ ー で の 戴冠 を 狙っ て いる 。 


2 月 7 日 に TGR TEAM SARD も 2020 年 の 参戦 体制 を 発表 。 ド ラ 


S.5/Z7 


イ バ ー は コバ ライ ネン / ノ 中 山 の ラ イン アッ プ を 継続 する ほか 、 19 年 
に 大 嶋 プ 山下 組 を ドラ イ バ ー ズ タイ トル に 導い た 脇 阪 寿一 監督 ( 下 ) 
を チー ム に 迎え る こと を アナ ウン ス し て いる 。 寿 一 監督 は GT500 参 
戦時 代 の 12 一 13 年 に サー ド へ 在籍 し て お り 、 久 し ぶり の 古巣 復帰 。 
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新生 TSUCHIYA が 体制 発表 
松井 と 佐藤 の コン ビ は 継続 


Text : 平野 隆治 (Ryuji Hirano) 


ー パ ーGT GT300 ク ラス に 参戦 する HOPPY Team TSUCHIYA が 1 月 
29 日 、 チ ー ム の サポ ー タ ー た ち を 集め た 『HOPPY X つ ちや エン ジニ ア 
リン グ KICK OFF LIVE を 開催 し 、 そ の な か で 2020O 年 の 参戦 体制 を 発表 し た 。 
ポル シェ 911 GT3 R を 投入 する 今季 も 松井 地 代 と 佐藤 公 哉 と いう コン ビ を 継続 
する が 、 エ ント ラン ト 名 は 「HOPPY Team TSUCHIYA| と な る 。 
新た な マシ ン と と も に 迎え る シー ズン に つい て 、 松 井 は 「 い つ ク ル マ が 来 て も 
いい よう 、 ト レー ニン グ を 積ん で きま し た | と コメ ント 。 ま た 、 佐 藤 は ポル シェ 
の ドラ イブ 経験 は な いな が ら も 「 も 2 準備 は で き て いま す | と 、 シ ー ズ ン 開 幕 が 
待ち きれ な い 様 子 を 見 せ た 。 


8S6 MC+TBS タ イヤ 
INGING が 超 強 力 布陣 で 3 参戦 


Text : 平野 隆治 (Ryuji Hirano) 


山 品 県 に 本 拠 を 置く INGING MOTORSPORT が 、2020 年 の スー パー GT 
GT300 ク ラス に 、 ト ヨタ 86 MC で 参戦 する と 発表 し た 。 世界 的 ブレ ー キ 
シス テム メー カー の ADVICS、 フ ァ ッ ショ ン ブ ラ ンド の muta JAPAN の サポ ー 
ト を 受け る 。 ド ライ バー は 小高 一 斗 と 阪口 良平 第 3 ドラ イ バ ー に 堤 優 威 を 起用 
する 。 カ ー ナ ン バ ー は 「6』 を つけ る 

タイ ヤ は ブリ ヂ ス トン を 採用 。 ま た 、 こ の パッ ケー ジ を 2019 年 まで TEAM 
MACH の チー フエ ンジ ニア を 務め て いた 山本 智博 監督 、 そ し て GT500 ク ラス で 
活躍 し て きた 田中 耕太 郎 エ ンジ ニア が まとめ る こと に な っ た 。 ラ イ バ ル た ち が 戦 
々 恐 々 と する 超 強 力 な 体制 だ と 言え る だ ろう 。 


| WW レッ ドブ ル と アス トン マー ティ ン 
冠 契 約 は 2020 年 いっ ぱい で 終了 ヘ へ 
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Text : autOSDOrt web 


1 月 31 日 、 レ ー シ ン グ ポ イン ト の 共同 オー ナー で ある ロー レン ス ・ ス トロ 
ー ル が 、 ア スト ンマ ー テ ィ ン の 株 式 約 20 % を 取得 。 同 チー ム の 名 称 が 
2021 年 より 『 ア スト ンマ ー テ ィ ン 』| へ と 変更 され る こと が 決定 し た 。 ス トロ ー 
ル は 、 ペ ニー・ ヒ ュー ズ に 代わ り 、 ア スト ンマ ー テ ィ ン の エグ ゼクティ ブチ ェ ア 
マン の ポジ ショ ン に 就く 。 

これ を 受け 、 レ ッ ド ブル ・ レ ー シ ン グ は 、 英 国 自動 車 ブ ラン ド と の タイ トル ス 
ポン サー 契約 を 2020 年末 で 終え る こと を 発表 。 ア スト ンマ ー テ ィ ン は 、 レ ッ ド 
ブル の タイ トル スポ ン サ ー を 2018 年 か ら 務 め て きた 。2020 年 末 で レッ ドブ ル 
F1 と の 契約 は 終了 する 一 方 で 、 レ ッ ド ブル ・ ア ド バ ン ス ド ・ テ クノ ロジ ー ズ と 
の 提携 は 継続 され る 。 レ ッ ド ブル が 発表 し た 声明 の な か で は 「 レ ッ ド ブル ・ ア ド 
バン ス ド ・ テ クノ ロジ ー ズ は 、2020 年 末 に 予定 され て いる ハイ パー カー、 ヴ ァ 
ルキ リー の デリ バリ ー の た め 、 引 き 続 き ア スト ンマ ー テ ィ ン と 協力 し て 作業 に あ 
た る | と 、 そ の 理由 が 明記 され て いる 。 

[アス トン マー ティ ン の 4 年 間 


。 靖 2016 年 に レッ ドブ プル ・ レー シン グ と の 問 に パー トナ ー ン シン 
に わた る サポ ー ト に 感謝 する 。 ッ プ を 締結 し た アス トン マー ティ ン 。19 年 に は マシ ン 側 部 
この 間 、 我 々 は 12 回 の 勝利 、 


の ほか 、 リ ヤ ウ イ ング に も ロゴ が 描か れ て いた 。 
50 回 の 表彰 台 、6 回 の ポー ル 
ポジ ショ ン を と も に 達成 し た 。 
アス トン マー ティ ン の 従業 員 お 軒 ーー 
よび 株 主 の 方 々 の 今後 の 活躍 を 
祈る 。2020 年 シー ズン を と も 
に 戦い 、 こ の パー トナ ー シ ッ プ 
を いい 形 で 終え る た め に 和 努力 し 
て いく 」 
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仕事 と 家庭 の 間 で 揺れ る アイ スマ ン 


Translation : 五十嵐 淳 (Jun lgarashi) 
Photo : XPB 


鍵 を 握る の は “スタ ー ト タッ シュ” か? 


2000 年 の F1 デビ ュー か ら 20 年 と な る 今年 が ライ コネ ン に と っ て 最後 の シー ゲン に な る と 嘱 か れ て いる 
元 世 界 王 者 は 現在 の と ころ 、 21 年 に 向け た 計画 に つい て は 何 も 明 言 し て いな い が 
デビ ュー 当時 か ら 付 き 合 い の あ る 人 間 と し て は 、 そもそも いま だ 現役 で ある こと 目 体 が 信じ られ な いよ うだ 


イン ター テス ト が 近づく に つれ 、18 年 
目 の シ ー ダ ン を 迎え る キミ ・ ラ イコ ネン 
に 向け られ る 視線 が 再び 封 を 帯び て きた 。 果 た 

し て 2020 年 は 、 ス ピー ド を 愛す る アイ スマ ン 
の ラス トシ ー ズ ン に な る の だ ろう か 。 

40 歳 と な っ た ベテラン は 、 い まだ 今後 に つ 
いて 明言 し よう と し な い 。 昨 シー ズン の 終わ り 
に 今後 の 計画 に つい て 彼 に イン タビ ュー し た 際 
は 、 彼 らし く 咳 く よ う に こう 語っ た 。 
| その 手 の こと は 1 年 後に 考え る さ 。 い まで も 
レー ス が 好き な こと に 変わ りな い 。 仮に 気 が 変 
わっ て も 隠居 生活 は 僕 に と っ て 何 の 苦 痛 で も な 
いよ 。 気 で も 狂っ た か と 思う 人 も いる か も し れ 
な い が 、 家 に いる な らい る で それ も 快適 だ と い 
う の は 本 当 だ か ら ね 」 

ライ コネ ン は 今年 1 月 、 長 男 ロ ビン の 5 歳 の 
誕生 日 を 家族 で 祝っ た 。 と も すれ ば 、 家 族 を 大 
切 に する 彼 の ライ フス タイ ル が 、 現 役 を 続行 す 
る の か 、 あ る い は 息子 ロビ ン と 娘 リ アン ナ の い 
る 家庭 に と ど ま る か の 決断 を 下す 際 の 決定 的 な 
要因 に な る 可能 性 は ある 。 

ライ コネ ン が 現役 続行 を 決め た ら ど うす る の 
か 妻 ミ ント ゥ に 尋ね て みた と ころ 、「 遠 慮 な く 、 
どう ぞ 。 だ っ て 私 が 決め る こと で は な いで し ょ 」 
と 、 夫 の 決断 を 全面 的 に 支持 する 構え だ 。 

フェ ラー リ で 最後 に チャ ン ピ オ ン に 輝い た の 
は ライ コネ ン で ある 。 それは F1 に お ける 彼 の 
地位 を 確固 た る も の に し た ひと つの 要因 だ 。 ま 
た 、 今 夏 中 に ルー ベン ス ・ バ リ チ ェ ロ の グラ ン 
プリ 最多 出走 記録 を 抜く こと に な る 。 加え て 、 
来年 も 現役 を 続行 する な ら ば 、19 シ ー ズ ン 目 
と な る 来年 に は 、 ミ ハエ ル ・ シ ュー マッ ハー と 
F1 在 籍 年 数 で 肩 を 並べ る 存在 に な る 。 

アル ファ ロメ オ の チー ム 代 表 を 務め る フレ デ 
上 上 ッ ク ・ パ スー ル は ご ライ コネ ン に 好き な が ね な け 
この チー ム で 走る よう に "助言 し て いる 。』# こ 
れ は 、 フ ィ ン ラ ンド 人 ベテラン ドライバー 自身 
が 、 上 自ら の 潮時 を 一 番 よ く 理解 し て いる と 考え 
る バス ー ル か ら の 信頼 の 証 だ 。 ラ イコ ネン と と 
も に チー ム に 合流 し た スポ ン サ ー 企 業 も 、 夢 物 
語 の よう な 彼 の サク セス ・ ス トー リー が 今後 も 


続く こと を 望ん で いる だ ろう 。 

し か し 、 ラ イコ ネン の マネ ー ジ ャ ー と し て 長 
年 行動 を と も に する ステ ィ ー ブ ・ ロ バー ト ソ ン 
は 、 現 行 の 契約 に は 21 年 の シー ト に 関す る オ 
プシ ョ ン は 含ま れ て いな いと 明か し た 。 
[我々 は ザウ バー (当時 ) と 2 年 契約 を 交わ し 
た 。 キ ミ は 誰か ら も 愛さ れる 存在 だ 。 も し 、 キ 
ミ が 引退 する よう な こと が あれ ば 、 商 業 的 な 権 
利 を 統括 する FOM は 悲し お だ ろう ね 。 キ ミ に 
は 信じ られ な いで ぐら い 多 く の フ ァ ン が いる の だ 
か ら 。 彼 は 希有 な 存在 だ よ 。 彼 が ピッ ト か ら 去 
る と 、 彼 と の 別れ を 惜しん で 物凄い 数 の ファ ン 
が 群がっ て くる 」] 
英国 上 人 マネー ジャ ー は 、F1 デ ビュ ー イ ヤー 
か ら 20 年 後に あたる 今年 に に ライ コネ ン が ま 
だ 現役 で ある こと な ど 想 像 も し て いな か っ た と 
明か し て いる 。 

[キミ が こん な に 長く 現役 を 続け る と は 夢 に も 
思っ て いな か っ た よ 。 当初 は 10 年 現役 を 続け 
られ た ら 凄 いと 考え て いた か ら ね 。 そ ん な こと 
も あっ て 、 キ ミ の 現状 を 考え れ ば 、 彼 の 長い キ 
ャ リア に 今後 さら な る 道筋 が 開け て も 不思議 で 
は な いと 思う 。 そ れ よ りこ ん な に 長く 走っ て い 


る の に キミ は いま だ に 運転 その も の を 愛し て い 
る ん だ 。 そ っ ちの 方 が 信じ られ な いよ | と 、 ロ 
バー ト ソ ン は 強い 口調 で 話し た 。 

多く の 人 は 、 今 季 が ライ コネ ン の 現役 最後 の 
年 に な る と 踏ん で いる 。 と いう の も 、 今季 は レ 
ー ス 数 が 増え る た め 、 目 ず と 以前 より も 長く 家 


庭 か ら 離 れ て いる こと を 余儀 な くさ れる か ら だ 。 


し か も 、 ド ライ バー の 移籍 市 場 で は 有望 な 若 
手 た ち が 開 発 力 の ある チー ム の シー ト を 虎視 淡 
々 と 狙っ て いる 。 フ ェ ラ ー リ お 抱え の 若手 ドラ 
イィ バー で ゆる ロバ パ バード ト ・ シ ュ ワ ルツ マン 、 ミツ 


クィ ャ シン ョ に マッ パー。 ショ リア ー ノ 邊 アレ ント は 


21 年 に 向け た 移籍 市 場 が 活発 に な れ ば 間違い 
な く ス テッ プア ッ プ の 有力 候補 に 浮上 し て くる 
は ず だ 。 

アル ファ ロメ オ は 、 ラ イコ ネン と アン トニ オ 
・ ジ ョ ヴィ ナッ ツィ の ふた り で 今 シ ー ズ ン の 開 
幕 を 迎え る 。 仮 に 同 チ ー ム が 昨年 来 の 開発 で 競 
争 力 を 高め 、 ラ イコ ネン が 好調 な スタ ー ト を 切 
る こと が で きれ ば 、 こ の 先 ど うな る の か は 分 か 
ら な い 。 1 年 の 契約 延長 が 提示 され た ら 、 そ れ 
は 41 歳 と な る スー パー スタ ー に と っ て 抗 え な 
い 誘 惑 に な っ て し まう か も し れ な い 。 
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各国 モー ター スポ ー ツ 最新 事情 Lap.179 


FIA を も 惹き つけ る オペ ル の EV ラ リー シリ ー ズ 


ルネ ・ デ ・ ブ ー ル 


Rene de Boer 

DTM、 WEC、WTCR や 各種 耐 外 レー ス を メイ ン に 
取材 。 ス キー 競技 の ライ ター 業 も こなす ドイ ツ 在 住 
オラ ンダ 人 ジャ ー ナ リス ト 。 


ヨー ロッ パ を 中 心 に モー ター スポ ー ツ 界 の EV シ フト が 本 格 化 し て 久しい が 、 現在 も 新 シ リー ズ 発 足 の 動き が ある 
今夏 に は オペ ル に よる ワン メイ ク EV ラ リー シリ ー ズ が 誕生 する が 、 その 動向 に は 他 の メー カー も 注目 し て いる よう だ 


Translation : 神田 美穂 (Miho Kanda) 
Photo : Opel 


自動 車 業界 で は 電力 に 注目 が 集まっ て いる 。 
電気 自動 車 (EV) が いま だ 世界 中 で 積極 的 に 
購入 され て いる わけ で は な いと し て も 、 自 動車 
メー カー は 厳し い 排 ガス 規制 に 対応 する た め 、 
電化 を 推進 し て いく し か な い 状 況 に お か れ て い 
る 。EV ン フト の 動き が ある の は モー ター スポ 
ー ツ 界 も 同様 だ 。 今後 も 内 燃 機 関 が レ ー ス の 主 
役 で あり 続け る と いう 見 方 も ある が 、 い ま も 
EEV カ テ ョ ヨリ ー が 誕生 し じ 続 け く いる 。 

フォ ー ミ ュ ラ E は EV レー ス の 筆頭 だ 。 主 要 
メー カー が 続々 参戦 すれ ば 、 さ ま ざ さま な スポ ン 
サー は それ を 支援 し 、 多 く の 都 市 も 誘致 し よう 
IMG る 生ま た 二 く の サポ ニー ドレ ニス と レ < 
ジャ ガーL-Pace eTrophy が 2018 年 11 月 に 誕 
生 。 こ れ は 世界 初 の 市 販 EV に よる シリ ー ズ だ 。 
さら に 、 新 た な 電動 ツーリング カー カテ ゴリ ー 
で ある ETCRH は 、 世 界 ツ ー リ ング カー カッ プ な 
ど と 同じ く ユ ー ロ スポ ー ツ ・ イ ベン ト の 元 で 、 
今年 後半 に は レー ス を 実施 する 見 込み だ 。 

昨年 秋 に は 、 オ ペル が ADAC オ ペル e ラ リ 
語 2 ラク 凍 作 9G 2E 表 | だ の 記 VIG 
の る 還 り Gi0 シ 二 の 二 4 0 ソン リ 還 ん (6 
ドイ ツ 国 内 の ラリ ー 選 手 権 に 組み 込ま れる 。 

上 且 2 バイク の ラリ ニン リョ ニス (合用 きん (さき 
た マン シン ン が 寿命 を 迎え た 。 今回 の コル サ は 
新 プ ロジ ェクト に 最適 で 、R2 や R5 規 定 に 合わ 
せ た 開 発 も 可能 だ | と 、 オ ペル ・ モ ー タ ー ス ポ 
ー ツ の 広報 担当 、 マ ー カ ス ・ ラ クロ ワ は 説明 す 
る 。「 さ ら に 、 コ ル サ は オペ ル の 電化 戦略 に も 
生み 2 衣 し だ ん っ 0 、 ョ データ クー ラシン 6ー ツ で ぐ 
活用 する の は 必然 の 流れ な の だ 」。 

2 まま R0a 目 VM が アリ 当る ん 2K 0 CO の 
る と 、 い くつ か の 疑問 点 も 浮上 し て きた 。 ラ リ 
ー は 、 単 に ステ ー ジ だ け を 走れ ば いい と いう 競 
EKGIBWAGUUYO の 7 
[充電 に つい て 疑問 を 抱い た 。 バ ッ テ リ ー の 充 
電 に は か な り の 時 間 が 必要 だ が 、 通 常 の ラリ ー 
の タイ ム ス ケ ジュ ー ル の な か で 、 そ れ を こなせ 


る だ ろう か 。EV で も まっ た く 間 題 な く 通 常 の 
ら oN0G さき の 訂 た 7 青 目 軒 ド クン ョ レン は 8 
どう だ ろう ? ステ ー ジ か ら サ ービス パー ク ま 
で の 長い 道のり も 走り 切ら な けれ ば な ら な い 。 
そこ で 、 必 要 に 応じ て ステ ー ジ の 間 に 急 速 充 電 
が 可能 な モバ イル 充電 設備 を 設置 する こと を 検 
討 し て いる 。100kW を 出力 し 、30 分 以内 に 最 
大 キャ パシ ティ の 80% を 充電 で きる ] 

オペ ル e ラ リー カッ プ で 使用 され る マシ ン は 
最高 出力 136hp、 最 大 トルク 260Nm を 発生 す 
る 。 リ チ ウ ムイ オン バッ テリ ー の 容量 は 
50kWh。 特別 な ビルシュタイン 製 競技 用 サス 
ペン ショ ン キ ッ ト を 採用 し 、 フ ロン ト ア クス ル 
の トル セン ・ デ フ と 組み 合わ せ て いる 。 当 然 、 
電 カ シス テム も 含ん だ 包括 的 な 安全 装備 も 与え 
られ て いる 。 フロ ロア に 配 さ きれ た パッ テリ ー の 重 
量 は 300kg 程 度 だ が 、 こ れ も ラ リー に 向け て 
特別 に 保護 され て いる 。 

リュ ッ セ ルス ハイ ム に ある オペ ル の 競技 部 門 
で 2 台 の テス トカ ー が 作ら れ 、 現 在 は ドウ ゥ ウー デ 


65.EV2GE 


ーー 


一 ーー 一 ーー 


ー ーー = ーー デー mm 
ーー - に ーーー ニ ーーーー 一 ー ーーー 一 ニニ ーー ニー デー ーーーーー ニ ーー ーーー 


= ーー ーー 一 


開発 が 進め られ る コル サ e ラ リー。 最高 出力 を 発揮 する 競技 用 の 「 コ ン ペ ティ ショ ン 」、 滑 りや すい 路面 に 合わ せ て トル ク を 制御 する 
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ン ホ ー フ ェ ン に ある オペ ル の テス ト セ ンタ ー で 、 
総括 的 な テス ト プ ロ グラ ム が 行なわ れ て いる 。 
今夏 か ら 21 年 の 夏 ま で 10 戦 が 予定 され て いる 
“スー パー シー ズン ” に は 、 最 初 の 15 台 が 参戦 
する 予定 だ 。 
[この シリ ー ズ は 大 き な 注 目 を 集め て いる 。 最 
終 的 な 価格 が まだ 決ま っ て いな い の で 、 販 売 は 
開始 し て いな い が 、 実 際 に 提供 で きる 数 以上 の 
確約 が 取れ て いる | と ラク ロワ は 語る 。 
この シリ ー ズ へ の 関心 は ドイ ツ 国 内 に と ど ま 
ら ず 、 他 国 の チー ム や ドラ イ バ ー た ちか ら も 参 
戦 を 希望 する 声 が 寄せ られ て いる 。 世界 初 の 
EV ラ リー シリ ー ズ に 、FIA や 他 の メー カー も 
高い 関心 を 寄せ て いる 。 ラ リー で 30 年 以上 に 
わた る 実績 を 誇る ドイ ツ の ホル ツァ ー・ モ ー タ 
ニラ Rm グ 20 この EE ニク 四 シ ショク ド Re 
オペ ル の 回 ジス ティ イッ ク パー ドナ ルー を 移 め 、 
コン レル ポン ルン (MS SE (Co (0 の 
る 。 こ の 新た な カテ ゴリ ー が どの よう な 歩み を 
見 せる の か …… 非 常に 興味 深い 。 
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| レイン 」]、 エ ネル ギー を セー ブ し な が ら リ エゾ ン 区 間 を 走る た め の 「 エ コ ] と いう 3 種 の ドラ イブ モー ド を 備え て いる 。 
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ws ) アハ ハウ フフ の 威力 


Text : 大 串 信 (Makoto Ogushi) 


果たし て モー ター スポ ー ツ の 場 に グリ ッ ド ガ 
ー ル や ら キ ャ ン ペ ー ン ガー ル が 必要 な の か どう 
か と いう 論争 が 起き て 久しい けれ ども (で 、 結 
論 は どう な っ た ん だ っ け ? ) この 商売 を し て い 


る と 彼女 た ち を 身近 に 眺め る 機会 が 多 々 あっ て 、 


他人 事 で は な い 。 

ぽく 自身 は 、 か つて 不要 論者 で は あっ た 。 と 
いう より も 「 キ レイ な 衣装 彰 て ニコ ニコ 笑っ て 
立っ て いれ ば 、 ぼ ぽく より も 高額 な ギャ ラ が も ら 
える の か 、 う ら や まし いな あ 、 そ ん な 予算 が あ 
る な ら も っ と 他 に 使え ば いい の に 」| と 、 災 ん で 
いた の か も し れ な い 。 

だ が ずい ぶん 昔 、 た また ま と あ る チー ム の キ 
ャ ン ギ ャ ル と マネ ー ジ ャ ー の クル マ に 同乗 する 
機会 が あっ て 、 考 え 方 が 少し 変わ っ た 。 運転 し 
な が ら マ ネー ジャ ー 氏 は キャ ン ギ ャ ル に 向かっ 
て 「 オ マエ 、 太 りす ぎ 。 来週 の レー ス ま で に 2 
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バサー スト 12 時 間 レ ー ス 


今年 、GT500 ク ラス に レギ ュ ラ ー ド ライ バー と 
し て 復帰 する 千代 勝正 。 そ の 名 を 世界 の モー ター 
スポ ー ツ ファ ン に 知ら し め た の は この レー ス だ ろ 
う 。 最終 ステ ィ ン ト を 任 さ れ た 寺 代 は 、. コ ンク リ 
講 ド ネ 二 ル の 作る 怖 際 の 回 還 及 (へ 0 の 
マー カー を パス し 、2 番 手 を 走る マシ ン の すぐ 後 
ろ に つけ る 。 だ が ここ で SC。 レー ス は 残り 4 分 
・2 周 で 再開 と な る 。 リ スタ ー ト の 1 コー ナー ま 
で に 2 ウラ ブシ の an kde 人 2 ピ ラ ョ ーー SC 
に も う 1 台 を 仕留め て トッ プ へ 浮上 ! 大 逆転 騰 
利 を 飾っ た 。 こ の と き 目 前 に 迫っ て いた 優勝 を 逃 
し た ベン トレ ー は 、2020 年 の ウイ ナー と な っ た 。 


kg 落と し て こい | と 上 茂 し く 言 い 渡し た の だ 。 ご 
うい う 指 示 の 是非 は と も か く 、 ぼ ぽく は それ を 聞 
いて いて | ヒエ ンー、 ア スリ ー ト か が かよ 。 こ れ は ぼ ぽ 
くに は 無理 だ わ て ] と 、 キ ャ ン ギ ャ ル た ち が 苗 
台 裏 で 置か れ て いる 上 茂 し い 環 境 を 思い 知っ た の 
に og 

そん な こと が あっ て 以来 、 ば ぼく は キャ ン キ ギャ 
ル の みな さん を 同じ 現場 で 働く 仲間 だ と 思う よ 
うに な っ た 。 その後 も さま ざま な 場面 で 、 ば ぽく 


の 知ら な か っ た 彼女 た ちな り の 事情 を 垣間見 て 、 


その 気持 ち は 強 く な っ た 。 

最近 で は こん な こと が あっ た 。 と ある チー ム 
の キャ ン ギ ャ ル ふ た り が 、 レ ー ス の 週末 の 夜 、 
スポ ン サ ー の 泊まっ て いる ホテ ル に 呼ば れ 「 イ 
ッ パ イ 呑 も う ] と いう こと に な っ た 。 そ の こと 
自体 は チー ム の 結束 を 固め る た め に も チー ム の 


営業 的 に も 悪い こと で は な いと は 思う 。 


W. ラ イプ ブン ノ 千 代 勝 正 プ F. ス トラ ウス 
[ NISMO Athlete Global Team ] 


に “ 


ュ 
きま 4 パ 。 と 
ペー ニー ュー ン 台 , 


と は いえ や は り 夜 、 若 い 娘 を オッ サン と 同席 さ 
せる の は 、 マ ネー ジャ ー と し て は 心配 だ 。 で も マ 
ネー ジャ ー は 呼ば れ て いな いか ら 付 き 添う わけ に 
も いか な い 。 

る こ で 。 ど ああ 和 よ うか 、 ふ だ り を 行か せ て い 幅 
も の だ ろう か 、 と キャ ン ギ ャ ル と マネ ー ジ ャ ー は 
相談 を は じ め た 。 す る と キャ ン ギ ャ ル の ひと り が 
真顔 で こう 言っ た の だ っ た 。 

[大 丈夫 で す よ 、 ま か せ て くだ さい 。 ア ハハ 、 ウ 
フフ で や り 過 ご し て きま すか ら ] 

アハ ハウ フフ ! 脇 で 彼女 た ちの 相談 を 聞い て 
いた ぽく は ひっ くり か えっ た 。 い つも は 綺 麗 な 衣 
装 を 身 に まとい 、 傘 持っ て ニコ ニコ と 愛 婚 を 振り 
まい て いる ば か り の 彼女 か ら 、 ま さか 「 ア ハハ ウ 
フフ で や り 過 ご す 」 と いう セリ フ が 聞け る と は 思 
わな か っ た か ら だ 。 

彼女 た ち に は 「 い まさ ら 何 を 驚い て いる の か 、 


こん な の 当たり 前 だ ろう 」 と 言い 返さ れ そ うだ が 、 


ぽく は |「 こ の 子 た ち は プ ロ だ ! | と 感服 する と と 
も に 、 彼 女 た ち を どこ か 見 く び っ て いた の だ な あ 
と 反省 し た 。 

当然 な が ら 心 配 し すぎ だ っ た よう で 彼女 た ち は 
無事 帰還 し て 、 翌 朝 は いつ も と 変わ ら な い 様 子 で 
キャ ッ キ ャ し な が ら 顔 を 見 せ た 。 ぽ ぼく は 、 こ れ ま 
で 以上 の 敬意 を 持っ て 彼女 た ち を 眺め た けれ ど 、 
ほん の ちょ っ と だ け 怖 くも な っ た 。 


6 っ ・ 
プ リー まう ドー ここ 


60 


61 


ort ss BEFORES&AFTER 


前 号 に 間に合わ な か っ た こと 、 今 号 に 載せ きれ な か っ た こと 、 次 号 まで の 予定 まとめ 


1/27 [mon1 


2019 年 シー ズン の ST-X 
クラ ス に 参戦 し て いた TAIROKU 
Racing with B-Max Engineering、 山 
口 大陸 の 体調 が 回 復 し た こと を 受け 、 
2020 年 シー ズン に フル 参戦 する と 発表 。 
ドラ の 土居 向上 肖 同和 訴 用語 (た 
は 本 山 哲 を 起用 する こと を 明らか に 

OTHER FIA と SRO モー ター スポ 
二ノ クリル 店 ラ の | 二 に 導 っ 詳 詞 言 2 二 
スポ ー ツ の オリ ン ピ ッ ク ” こと 「『FIA 
Motorsport Games』、 今 年 10 月 23ー 
25 日 に 開催 され る 第 2 回 大 会 が フラ ン 
ス の ポー ルリ カー ル で 行なわ れる こと が 
明らか に 


1/28 ts 


剛 に 二 議 オレ カ 、WEC と IMSA が 
採択 し た グロ ー バ ル ・ プ ラッ ト フ ォ ー ム 
ILMDh」 に 向け 、 ベ ー ス と な る LMP2 
用 シャ シー を 簡単 に LMDh へ アッ プ デ ー 
ト で きる キッ ト が 用 意 さ れる べき と 主張 
OTHER "レッ ドブ ル ・ ジ ュ ニ ア ・ 
天主 7 アス リカ 上 軸 四 の 14 胡 シン リョ ソック 
コク 国情 ド の た 用 飲ま 


1/29 [wed」 


GT300 クラ ス に 参戦 する 
HOPPY Team TSUCHIYA が 東京 都 中 
央 区 の ヤマ ハ 銀 座 ス タ ジ オ で 、 チ ー ム の 
サポ ー タ ー た ち を 集め た 「HOPPY x つ 
ちや エン ジニ アリ ング KICK OFF 
LIVE」 を 実施 。 こ の な か で 、 マ シン を 
ポル シェ 911 GT3 H に スイ ッ チ する 今 
季 も 、 松 井 孝 区 と 佐藤 公 哉 の ドラ イ バ ー 
ライ ン ア ッ プ を 継続 する こと を 発表 


1/30 thu 


間 紳 表 還 較 トニ ー ・ カ ナー ン が 記者 
会 見 を 実施 。AJU. フ ォ イ ト ・ エ ンタ ー プ 
ライ ゼス と の 契約 を 発表 する と と も に 、 
今季 が イン ディ カー へ 参戦 する ラス トシ 
ー ズ ン に な る こと を 明らか に 

OTHER アン ドレ ッ テ ィ ・ フ ァ ミ 
リー の ひと り で 、 イ ン デ ィ カ ー な ど ア メ 
リカ ン モ ー タ ー ス ポー ツ で 活躍 し た ジョ 
ン ・ ア ンド レッ ティ が 大 腸 癌 に より 逝去 。 
享年 56 


1/31 rf 

F1 カナ ダ の 富豪 で レー シン 
グ ポ イン ト F1 チー ム の 共同 オー ナー で 
ある ロー レン ス ・ ス トロ ー ル が 、 イ ギリ 
ス の 高級 スポ ー ツ カー メー カー、 ア スト 
ンマ ー テ ィ ン の 株 式 約 20% を 取得 する 
と が 決定 これ より レ ョ シン シン ンク ホイ 
ント は 、2021 年 に アス トン マー ティ ン ]』 
に 名 称 を 変更 する こと に 

E1 レッ ドブ ル 、 レ ー シ ン グ 
ボド 222 人 IND シ マン ニョ ラン に る 
称 を 変更 する こと を 受け 、 レ ッ ド ブル と 
同 ブ ラン ド の タイ トル スポ ン サ ー 契 約 を 
2020 年 末 に 終え る こと を 発表 
アウ ディ スポ ー ツ が 2020 
年 シー ズン に 向け て 参戦 体制 を 発表 。 
2019 年 か ら ま っ た く 不 変 の 布陣 で 王座 
防衛 に 臨む 
昨季 フォ ルク スワ ー ゲ ン 
・ ゴ ルフ GTI TCR で シリ ー ズ を 戦っ て 
(02 ジン El il ラド ショ ンク / 
が 、 今 季 は 参戦 し な いと の 報道 。 フ ォ ル 
クス ワー ゲン が 打ち 出し た | 今後 内 燃 機 


※ こ の ペー ジ の 情報 は 2 月 7 日 ( 金 ) 時 点 の も の で す 


関 を 使用 する モー ター スポ ー ツ ・ カ テ ゴ 
リー の 活動 に ワー クス と し て 関与 し な い 」 
と いう 方 針 が 影響 か 

CAR フォ ルク スワ ー ゲ ン 、EV 
パフ ォ ー マ ンス カー と レー スカ ー に つ な 
が る スタ ディ モデ ル 『 エ レク トリ ッ ク ・ 
ゴル フ R コ ン セ プ ト 」 を 公開 


「 オ ー ト スポ ー ツ 」 No.1524 発売 
2/1 [sat] 


E1 レラ ョ ンド 7 還 シ ン カ ) 


過去 に ホン ダ の パワ ー ユ ニッ ト を “GP2 
エン ジン " と 痛烈 に 批判 し た こと を 後悔 
し て いる と の 報道 

開幕 戦 バ サー スト 12 時 間 
予選 アブ ソリ ュー ト ・ レ ー シ ン グ の 
91 1 号車 ポル シェ 911 GT3 R (マシ ュ 
二 ン ST ドド 0 2 ビレ 
マッ ト ・ キ ャ ン ベ ル ) が ポー ルポ ジ シ ョ 
ン を 獲得 


2/2 sun] 


FE 新型 コロ ナウ イル ス に よ 
る 肺 衝 の 流行 を 受け 、 3 月 21 日 に 予定 
され て いた 第 6 戦 三 亜 E-Prix を 行なわ な 
いこ と が 決定 
開幕 戦 バ サー スト 12 時 間 
決勝 ベン トレ ー・ チ ー ム M ス ポー ツ の 7 
号車 ベン トレ ー・ コ ンチ ネン タル GT3( ジ 
ュー ル ・ グ ー ノ ング マキ シム ・ ス ー レ ノバ 
ジョ ー ダ ン ・ ペ ッ パ ー) が 総合 優勝 


2/3 [ mon ] 

INDYWWI アロ ン ソ が アン ドレ ッ テ 
イィ ・ オ ー ト スポ ー ト か ら 今 季 の イン ディ 
500 に 参戦 する 計画 を 、 ホ ンダ が 拒否 し 
た と の 報道 
琴 量 / ゴ e 世 議 | MP1 クラ ス に 参戦 し て 
いる チー ム LNT が 、Z2 月 22 一 23 日 に 行 
な われ る 第 5 戦 CoTA に 出場 し な いこ と 
が 明らか に 
PACIFIC_ RACING と 
D'station Racing が 2020 年 の GT300 
クラ ス に ジョ イン ト し て 参戦 する こと を 
Eo 2 シン 9 トラ マー ライン の 
ァ ン テー ジ AMR _GT3、 ド ライ バー ライ 
フル ツラ 8 昌 の あの 2 三 / 寺 ・2 ( 言 
ム に な る ほか 、 タ イヤ が ミシュ ラン を 選 
択 し た こと を 明らか に 
GT300 クラ ス に 参戦 する 
RUNUP SPORTS が チー ム の 
Facebook ペ ー ジ で 2020 年 の 参戦 体制 
を 発表 。 マ シン は ニッ サン GT-R ニ スモ 
GT3 の 2018 年 モデ ル 、 ド ライ バー は ベベ 
テラ ン の 青木 孝行 / 田 中 篤 / 柴 田 優作 の 
トリ オ を 継続 する こと を 明らか に 


2/4 [tue 


F1 メル セ デ ス 、 半 導体 大 手 
の AMD と 複数 年 の パー トナ ー シ ッ プ を 
結ん だ こと を 発表 

F1 ウイ リア ムズ 、 ル ノー 傘 
下 か ら 離 脱し た ジャ ッ ク ・ エ イト ケン を 
リザ ー ブ ド ライ バー と し て チー ム に 迎え 
ここ と を 明らか に 

EE 2020/21 年 の シー ズン 7 
に 投入 され る ワン メイ クシ ャ シー『Gen2 
EVO」 の イメ ー ジ が 公開 
麗 記 // ズ e 巴 較 Rh- モ ー タ ー ス ポー ツ の チ 
ー ム 代表 を 務め る フロ リア ン ・ カ メル ガ 
ー、 昨 シー ズン 限り で DTM か ら 撤 退 し 
Ce UNIUU 目 (60 2 0 リコ 


0 二 カ ニク ラス GZ ス トン シマ ク 
ヴァ ルキ リー を 走ら せる 計画 が 前 進 する 
可能 性 を 示唆 

琴 記 e 駐 議 1MP1 クラ ス に 参戦 し て 
いる レベ リオ ン ・ レ ー シ ン グ が 今季 第 7 
戦 ス パ ・ フ ラン コル シャ ン 6 時 間 と 最終 
戦 ル ・ マ ン 24 時 間 に 2 台 目 の マ シン を 
投入 する と 発表 。2 台 目 の ド ライ バー に 
は 条 マ ン ・ デ ョ マ 、 ル イ ・ デ レト ラ 、 ナ 
タナ エル ・ ベ ルト ン を 起用 

由 上 上 」:( 衣 暖 々 の 影響 で 開催 中 止 の 
可能 性 も 報じ られ て いた 第 2 戦 ス ウェ ー 
デン に つい て 、FIA に よる 視察 と 関係 各 
所 に よる 協議 の 結果 、 予 定 ど お り 4 日 間 
の 日 程 で 開催 され る こと が 決定 。 


2/5 [ wed ] 
F3 元 F1 ドラ イ バ ー の ラル フ 
・ シ ュー マッ ハー の 息子 で ある ダビ ド ・ 
シュ ー マ ッ ハー が 、 今 季 開 幕 に 向け て チ 
ャ ロウ ズ と 契約 し た こと が 明らか に 
環 | に 7 替 議 BMW な どの マニ ュ フ ァ ク 
チャ ラー が 、 新 プラ ッ ト フ ォ ー ム LMDh 
で 使用 され る ハイ ブリ ッ ド ・ パ ワー トレ 
ー ン が 他 の シリ ー ズ と も 共有 され る こと 
を 期待 し て いる と の 報道 
OTHER 横浜 ゴム 、 タ ミヤ と の コ 
ラボ レー ショ ン で 制作 し た アド バン カラ 
ー の SF19 を モチ ー フ に し た ミニ 中 駆 
[ADVAN シャ ドウ シャ ー ク リミテッ 
ド | を 2 月 17 日 に 発売 する と アナ ウン ス 
OTHER 長年 日 本 の レー ス 界 で 活 
躍 し て きた ジェ ー ム ス ・ ロ シタ ー が 、 自 
身 の SNS で 弟 が ドミ ニカ で 交通 事故 に 
遭い 、 重 傷 を 負っ た こと を 明らか に 。 高 
額 に な る 医療 費 を 貼 う た め に ファ ン デ ィ 
ング サイ ト で 募金 を 開始 


2/6 [to 


ま 1 ウイ リア ムズ 、2020 年 型 
マシ ン 「『FW43] の エン ジン を 初め て 始 
動 。 そ の 動画 を 公開 し た 

F1 ハー ス が 2020 年 型 マ シン 
「『VF-20』」 の カラ ー リ ング を 発表 。 薄 い 
グレ ー、 ブ ラッ ク を 基調 に レッ ド を 差し 
色 に し た 2018 年 と 同様 の 配色 に 
還 遍 識 第 2 戦 ス ウェ ー デ ン の ア 
2 ニ 2NE5 当 EN9 売 喧 
ジ の 実施 が 予定 され て いた が 、 暖 冬 の 影 
響 に より 全 11 ス テー ジ へ と 短縮 され る 
こと が 明らか に 

OTHER JAGUAR |I-PACE 
eTROPHY に 新た に 参戦 する 「TEAM 
YOKOHAMA CHALLENGE」 が 記者 
会 見 を 行ない 、 同 シリ ー ズ の 第 3 戦 か ら 
元 GP ラ イダ ー の 青木 拓磨 が 参戦 する こ 
と を 発表 。 さ ら に 、 横 浜 へ の フォ ー ミ ュ 
ラ E の 誘致 を 目指 すこ と を 明らか に 


2/7 fm1 


F2 FIA、2019 年 8 月 31 日 に 
決勝 が 行なわ れ た 第 9 戦 で 発生 し た アン 
トワ ー ヌ ・ ユ ベー ル の 死亡 事故 に 関す る 
最終 調査 結果 を 公表 。 4 台 が 絡ん だ アク 
シ デ ン ト が わずか 14.6 秒 の 間 に 起 こっ 
に こと 、 ユ ベー ル は 最初 の 衝突 で 81.8G 
の 衝撃 を 受け た こと な ど が 明らか に 

SE トヨ タ 陣 営 が 今季 の ドラ 
イ バ ー ラ イン アッ プ を 発表 。 サ ッ シ ャ ・ 
フェ ネス トラ ズ が KONDO RACING か 
ら 参戦 へ 
トヨ タ 陣 営 が 今季 の 体制 
を 発表 。 全 チー ム が 「TGR TEAM~」 
に な る ほか 、 新 た に カー ナン バー 「14] 


を つけ る TGR TEAM WAKO S 
ROOKIE が 参戦 する こと な ど が 明らか に 

OTHER TOYOTA GAZ00 
Racing、 ド ライ バー 育成 の 分 野 に お いて 、 
きれ ま で の 千 還 クラ バ を 宙 合 し 新た だ 
に 【「TGR ド ライ バー・ チ ャ レン ジ ・ プ 
ログ ラム (TGR-DC )】 と し て 育成 を 進 
め て いく こと を 明らか に 


2/13 thu 
細 記 7 第 2 戦 ス ウェ ー デ ン 


2/14 fm] 


いて e 鞍 議 第 2 戦 ス ウェ ー デ ン 


| オー トス ポー ツ 」 No.1525 発売 


2/15 rsct] 
EE 第 4 戦 メ キシ コシ ティ 
王 「/( 議 第 2 戦 ス ウェ ー デ ン 


2/16 [sun] 


是 記 に い 間 蘭 第 2 戦 ス ウェ ー デ ン 


2/19 [ wed ] 
UI プレ シー ズン テス ト @ バ 
ル セ ロ ナ 初 回 21 日 まで 実施 


2/23 [sun] 
還 記 コッ 六 較 第 5 戦 CoTA 


2/26 rwean 
1 プレ シー ズン テス ト @ パ 
ル セ ロ ナク 2 回 目 28 日 まで 開催 


2/29 sct1 


ま E 第 5 戦 マ ラ ケ シ ュ 


3/ ら 5 [thu] 


EVENT サロン ・ ア ン テ ル ナシ ョ 
ナル ・ ド ・ ロ ト (ジュ ネー ブ ・ モ ー タ ー 
ショ ー) スタ ー ト 15 日 まで 開催 


3/12 rthu] 
国 (第 3 戦 メキ シコ 
3/13 [fm] 
| WRC 上 1: あたる 
| オー トス ポー ツ 」 No.1526 発売 


OFF SHOT 


he 二 20002 の 2 ニス 
ト 12 時 間 が 開催 され まし た 。 豪州 名 物 と 
いえ ば カン ガル ー も 挙げ られ ます が 、 今 
年 も コー ス に 乱入 し 、 予 選 直 前 の セッ シ 
ョ ン が 中 断 さ れる 事件 も 発生 。 グ ルー プ 
M レ ー シ ン グ の ピッ ト に は か わい い 人 形 
が 登場 し まし た が (写真 )、 予 選 に 向け た 


最後 の 走行 時 間 を 削ら れ て 、 こ の 人 形 を 
も 恨 め し く 思 っ た チー ム 関 係 者 も いた か 
も し れ ま せん 


‥ パ ぺ え %⑫ ぇ 人 
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M OTORSPORT 


FROM PIT CREW 


供 先 日 |JAF マ ニュ ファ クチ ャ ラー ス 競 
技 車 両 規則 研究 会 ] と の 懇談 会 に 参加 さ 
せ て いた だ いた 。 国内 自動 車 メ ー カ ー の 
モー ター スポ ー ツ 担当 者 が 一 堂 に 会 する 
その 場 で 、 今 年 は 「e スポ ー ツ の 現状 
と 「NASCAR の ビジ ネス スキ ー ム | に 
つい て の 勉強 会 が 催さ れ た 。 詳しい 内 容 
0 音 密 で 、 大 
貴重 な 情報 を いた だ く こ と が で きた 。 全 
詩 0 を 
の テー マ に 対し て 掘 U 下 げ ら れ て いく の 
で 、 と に か く 分 か りや すく 頭 に スッ と 入 
っ て くる 。 単なる 情報 だ け に と ど ま ら ず 
専門 誌 の 編集 者 に 求め られ る も の も 学ば 
せ て いた だ いた よう に 思う 。 あ の 場 で 勉 
強 さ せ て いた だ いた こと は 、 い つか 誌 
を 通じ て (分 か りや すい うえ に 濃い 内 容 
で ) 読者 の 皆さま に も お 届け し た い 。 
(田中 ) 


信 量 産 (市 販 ) 車 は 琴線 に 触れ な か っ た 
の に 、 レ ー シ ン グ カ ー に な っ た 瞬間 に 「 お 
っ ! | と 好意 を 抱く こと が で きる 

いう の も 、「 ハ コ 車 の レー ス 」| を 好き に な 
る ひと つの きっ か け か と 思う 。 今回 の 特 
集 で いえ ば 、 南 米 と か 、BTCC と か に 出 
て いる クル マ が 自分 に は 刺さ り まく る ( カ 
ロー ラ か っ こえ え ! )。 そ うい う 観 点 か ら 

いく と 、 昨今 流行 の SUV を ベー ス に し た 
レー ス な ん か が あっ た ら 「| 新 た な 客層 を 
レー ス に 取り 込む | こと も で き て 、 い い 
ん じゃ な いか な ぁ と 思う 今日 この ご ろ で 
上 (流行 に 乗る 予定 な か の ) 


念 最 近 は 毎日 ニュ ー ス で コロ ナウ イル ス 


や 世界 中 の 異常 気象 の 話 が され て いま す 。 


で も 、 そ れ に 負け な い ほ ど 私 が 一 番 気 に 
な っ た も の の 話 を し ます 。 電車 の な か で 
私 の 右 隣 の 席 に 座っ た オシ ャ レ な 若い 男 


小 等 原 貴士 Takashi Ogasawara プ CHEVROLET 


PO 必ず や. 入 、L 
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性 。 ふ と 視線 を 落と す と その 人 の カバ ン 
に は キー ホル ダー が つい て いま し た 。 
[Yabai T-shirts yaaanl。 どん な T シ ャ 
ツ な ん で か 7 思っ うい たら 
[Yabai T-shirts yasan] が 正しい そう で 
す 。 知ら な いっ て こわ いで すね 。 世の中 
に は まだ 知ら な いこ と が た くさ ん ある と 
実感 し た 校 了 日 で し た 。 (yukag) 


念 残 念 な が ら フ ォ ー ミ ュ ラ E ビ の 新しい シ 
ャ ンー「『Gen2 EVO』] の スペ ー ス は 確保 
で きず 。 現行 型 よ り 格好 良く な っ た な ぁ 
と 思い まし た (個人 的 に ) 。 現行 型 の 特徴 
の ひと つ だ っ た ホイ ー ル カバ ー を 廃し ち 
や ゃ や っ て 、 ア イデ ン テ ィ テ ィ を 自ら 捨て た 
感 も 多少 あり ます が 、 逆 に これ で 「 俺 た 
の 2 の etl 計 GUND 還 
表示 を あら た め て し て る の か な ぁ な ん て 
思っ た り 。 (きゃ りー) 


今週 末 の 13 ( 木 ) か ら 16 日 (日 )、 ラ 
リー スウ ェ ー デ ン が 開催 され ます 。 昨年 
の ラリ ー ス ウェ ー デ ン で は 、 ス ター ト セ 
レモ ニー が 行なわ れる 会 場 は も ちろ ん 、 カ 
ー ル スタ ッ ド 駅 周辺 で も ラリ ー を 歓迎 す 
る 人 々 が 大 勢い まし た 。 僕 が 駅 か ら 会 場 
に 向かっ て 歩い て る 時 、70 代 の お 苑 さ ん 
が 道 案 内 を し て くれ まし た 。 別 れ 際 に 「 ラ 
リー を 楽し め よ |] と 右 肩 を ポン っ と 叩い 
て お 爺さん は その 場 を 去っ て 行き まし た 。 
ラリ ー 観 戦 が 目的 だ っ た の に 、 こ ん な 素 
敵 な 出会い が ある と は 思っ て も いま せん 
で し た 。 11 月 に ラリ ー ジ ャ パン が 開催 さ 
れ ま す 。 海外 か ら 日 本 に 来る 人 が 大 勢い 
る と 予想 され ます 。 道 に 迷っ て いる 人 が 
いた ら 、 ぜ ひ 声 を か け て みて 下さ いね 。 伝 
えよ うと する | 思い | が あれ ば 、 言 葉 の 
壁 は 超え られ ます よ 。 (ヒラ ケン ) 


お 詫び と 訂正 


auto sport No.1524 の GT500 テ クノ ロジ ー 特 集 内 、28 ペ ー ジ の NISSAN GT-R 


NISMO GT500 の 記事 に お いて 、 エ ンジ ン 名 称 の 表記 が 「RA20A] と あり ます が 、 


正しく は 「NR20A] で す 。 日 産 自動 車 株 式 会 社 様 、 ニ ッ サ ン ・ モ ー タ ー ス ポー ツ ・ 
イン ター ナシ ョ ナル 株 式 会 社 様 、 関 係 者 お よび 読者 の 皆様 に ご 迷惑 を お か けし まし た 
こと を お 詫び する と と も に 、 訂正 さ せ て いた だ きま す 。 今後 は より 一 層 正 し い 報 道 の 
徹底 を 心がけ て まい り ま す の で 、 ご 愛読 の ほど よろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 
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特集] タル マ 好 き に は ば たまらない 鬼 惑 の レー ス の 数 々 


の ハコ 車 図鑑 


ー ミ ュ ラ 志 向 の あな た も 、 ス ー パ ーGT に 熟 竹 する あな た も 。 7\ コ 車 ” が 好き 。 
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交 d / /gpo7ese PEX /OA7074 
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2020 年 418 日 (上) 公式 予 四 = 
まま 19 日 (日) 決勝 レー ズ * 


つい に 出そろっ た エン トリ ー リ スト か ら 冨 士 決戦 を 読む 。 


Text : autOo Sport Photo : Red Bull 


1 月 10 日 の ホン ダ に 続き 、2 月 7 日 の トヨ タ 
の 体制 発表 を 受け て 2020 年 スー パー フ 
ラ (SF) の エン トリ ー リ スト が ほぼ 確定 し た 。 
中 嶋 一 貴 、 山 本 尚 貴 、 石 浦 宏 明 ら チ ャ ン ピ オ ン 獲 
得 経験 を 持つ 3 人 が 前 年 と 同じ 体制 を 敷い て きた 
一 方 で 、16 年 王者 の 国 本 雄 和 資 は KCMG に 移籍 し 
小林 可 夢 偉 と の 強力 な 2 台 体 制 で 今季 へ 挑む こと 
0 つこ 5 

また 、 国 内 トッ プレ ベル の スピ ー ド を 誇る 山下 
健太 、 福 住 仁鶴 、 野 尻 智 紀 、 関 口 雄 飛 、 平 川 亮 、 
牧野 任 袖 ら に 対し て 、 ル ー キ ー の サッ シャ ・ フ ェ 
ネス トラ ズ 、 そ し て レッ ドブ ルト F1 候補 生 で ある 
ユー リ ・ ビ ッ プ ス と いっ た 実力 派 若手 外国 人 が ど 
れ だ け 了 肉薄 で きる の か に 注目 し た い 。 は っ きり 言 
えば 、 こ こま で に 挙げ た 13 人 の 誰が 勝っ て も 不 
思 議 で は な い 超 過激 な シー ダン に な る だ ろう 。 


ミ 
ーー ベー 


な か で も 今季 の ター ニン グ ポ イン ト は 第 2 戦 だ 。 


例年 は 7 月 に 行なわ れ て いた SF 富士 大 会 だ が 、 
今季 は 東京 五輪 の 影響 で 4 月 18ー19 日 の 開催 に 
な る 。 雨 に 見 区 わ れ た 昨年 を 除外 する と 、17 年 
グ 18 年 と も に 決勝 スタ ー ト 時 の 気温 は 30C を 超 


え 、 路 面 温度 も 40 度 程度 に 達し て いた 。 し か し 、 
今年 は それ より も 大 幅 に 低い 気温 で の 開催 と な り 、 


例年 と は 正反対 の コン ディ ショ ン に な る 。 気温 の 


SS、 デブ / ド フ 丘 丘 のみ 24 ア 


低下 に より 空気 密度 が 上 が り 、 そ の 結果 エン ジン 
出力 や ダウ ン フ ォ ー ス レベ ル は 大 きく 変わ る 。 
[いま の SF は 、 ほ ん の 少し セッ ティ ング を は ず 
す だ け で 、 た ち ま ち 勝 負 権 を 失っ て し まう 。 コ ン 
ディ ンション 変化 に 対し て も 信じ られ な いく らい シ 
ビア で す 」 と 語る の は 昨年 、SF で 初 優勝 を 挙げ 
た 山下 健太 。 従来 の セッ ティ ング で は 通用 し な い 
状況 の な か 、 ど の チー ム が いち 早く 最適 解 を 探り 
当て る か が 富士 戦 の 見 どこ ろ と な る 。 

また 、 今 季 の SF は 真夏 の も て ぎ 大 会 を 除き 、 
比較 的 涼し いな か で の レー ス が 予想 され る 。 も ち 
ろ ん 気 温 だ け で すべ て を 語れ る わけ で は な いも の 
の 、 涼 し い コ ン デ ィ シ ョ ン に お ける ベー ス セ ッ ト 
を いち 早く 見 つけ る こと が タイ トル 和 争い に 生き 残 
る 最低 条件 と も 言え る 。 こ うし た 状況 に 誰が 的 確 
に 対応 し 、 今 季 の 主導 権 を に ぎる の か ーー その ヒ 


ント を 第 2 戦 富 士 で 垣間見 る こと が で きる は すず だ 。 


な お 、 今 和 李 も タイ トル 獲得 経験 者 の 強 さ が 光る 
だ ろう が 、 本 誌 と し て 注目 する の は ずばり 山下 健 
太 と 牧野 任 祐 。SF で 2 度 の タイ トル 獲得 経験 を 
持つ 阿部 和 也 エン ジニ アメ 山下 、 昨 年 アレ ックス 
・ パ ロウ の 躍進 を 支え た 加藤 入 樹 エン ジニ アメ 牧 
野 の タッ グ が 第 2 戦 富 士 、 そ し て シー ズン 全体 を 
派手 に か き 回 し て くれ る と 予想 する 。 


昨年 、 安 定 し た 強 さ を 武器 に 見 事 タ イト ル を 獲得 し た ニッ 


/ 弄 
し ak 

。 ( いい 

| 上 の の が 
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ク ・ キ ャ シディ 。 発表 され た リリ ー ス に キャ シディ の 名 前 
は な く 、 カ ー ナ ン バ ー | 1」 は TBA に な っ て いる 。 タ イト 
ル 防 衛 に 向け て 参戦 の 可能 性 は ある の か 。 
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っ 刀 選 の ヒ の 届 介 せ " 時 人 QG の Q 
の の C 材 恨 6 球 縮 時 6 嘩 提 ホ ーK ハ 
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In トー っ) やせ 革 Ne し 和 へ へ うさ の 時 
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Y 遇 天 上 SN@ 局 恒 唱 や 舞 己 で 公 
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ド 呈 旦 (CIS 人 SN 吉 飼 ) けい s 公 0  』 の タ ドコ レ S 呈 コメ 倒 補 蛇 や で し っ ぃ @ 公 ヘーK へ 選 NG 委 
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ThH ぐ Sh く 公 補 革 嘱 さ し 懇 に つ 玉 りう) 
包 で し 6 忘 0 っ USN@" 
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ル ボ ルン 400 を 前 に 、 ル ノーF1 の ダニ エ 
ル ・ リ カル ド が アル ティ マ を テス ト 。 

較 | マシ ン の 感触 、V8 サ ウン ド 、 す べ て が 
生々 し く て 最高 に クー ル | と ご 満悦 の 表 
情 を 見 せ た 。 し か し ニッ サン の シリ ー ズ 
参戦 は この 年 が 最後 と な り 、 ケ リー・ レ 
ー シ ン グ は 20 年 か の ら フ ォ ー ド 陣営 に スイ 

ッ チ し 、 マ スタ ング を 走ら せる 。 
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VASC ヴ ァ ー ジ ン ・ オ ー ス トラ リア ・ ス ー パ ー カ ー2020 年 カレ ンダ ー 


Rd. Day Race (Circuit) 

1 2 月 20 一 23 日 アデ レー ド 500 (アデ レー ド ・ パ ー ク ラン ズ ・ サ ー キ ッ ト ) 

2 3 月 12~15 日 メル ボル ン ・ ス ー パ ー400 (アル バー ト パ ー ク ) 

3 4 月 3 一 5 日 の 王 00K2000 ニン スク レレ ペク (0) 
4 4 月 24 一 26 日 オー クラ ンド ・ ス ー パ ー400 ( プ ケ コ へ ・ パ ー ク ・ レ ー ス ウェ イ ) 
還 5 月 M| 生 人 及 目 全土 9 トド ( か ルル の 四 回生 0 

6 6 月 5-7 日 ウイ ント ン ・ ス ー パ ー400 (ウイ ント ン ・ モ ー タ ー・ レ ー ス ウェ イ ) 
7 6 月 26 一 28 日 タウ ンズ ビル 400 (リー ド パ ー ノ ク 市街地 コー ス ) 

8 7 月 17 て 19 日 タッ 622 の (ドッ ゥ ン パ バレ ー ・ レ レス ウェイ) 

7 8 月 28 て 30 日 シド ニー・ ス ー パ ー ナ イト (シド ニー・ モ ー タ ー ス ポー ツ パ ー ク ) 


10 9 月 18 一 20 日 ザ ・ ベ ンド 500 ( ザ ・ ベ ンド ・ モ ー タ ー ス ポー ツ パ ー ク ) 

11 10 月 8 一 13 日 バサー スト 1000 (マウ ント パノラマ ) 

12 10 月 30<11 月 1 日 ゴー ルド コー スト 600 (サー ファ ー ズ ・ パ ラダ イス ) 

13 11 月 220 一 22 日 サン ダウ ン ・ ス ー パ ー400 (サン ダウ ン 国 際 モ ー タ ー レ ー ス ウェ イ ) 
14 12 月 4 一 6 日 ニュ ー キ ャ ッ ス ル 500 (ニュ ー キ ャ ッ ス ル 市 街 地 コー ス ) 
最大 の 変更 は 、 後 半 戦 に 設定 され る 耐久 カッ プ の うち 1 戦 が サン ダウ ン か ら ザ ・ ベ ンド へ と 移っ た 
こと 。 さらに 名物 コー ス の イプ スウ ィ ッ チ や フィ リッ プア イラ ンド が カレ ンダ ー 落 ち し 、2 年 ぶり 
の 開催 と な る シド ニー に 加え ゴー ルド コー スト も ナイ トレ ー ス 化 さ れる 。 
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数 多く の ツー リン グ カ ー 選 手 権 を 有する 同国 で 、 その ] 貞 点 ( 
締め 切り 直前 に は 「 ル ー ベ ンス ・ バ リ チ ェ ロ 、 2020 年 フル 参戦 決定 ] の 報 も 飛び 込む な ど 、 さら な る 発展 が 見 込ま れる 


Photo : Super TC2000 (www.supertc2000.com.ar) 


Text : 太田 進 之 介 (Shinnosuke Ohta) 


TOYOTA GAZOO Racing Argentina (www.toyotagazooracing.COom.8r) 
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Photo : Stock Car Brazil (www.stockcar.Com.br) 


Text : 太田 進 之 介 (Shinnosuke Ohta) 
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り よ ち 令 麗 終 革 し ^ の 時 ロミ ー ド に 
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Hi トー へ 旬 穫 K て ハセ レー トト ヘレ ロー 
い K と トマ く ーW 絶 信 に 時 会 Q 包 中 
T・ や 躍 料 ハー に K の 弄 目 史 再 窒 
つ 如 日 ミ ・ や 届 せ 。 記 0 坦 0 ロロ 
ー こ さ S 則 祝 J 可 に 上 つ し SH て ユー 
し ふ ャ て ミ 訟 綴 培 セ " 

NG 1 民 P 詩 田 民 し 中 財 
ミ ・ じ レ ハ 外 エート ー や やつ へ 愉 S3J 
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臣 叶 HH 字 G レ ミロ TK・TXK  w つ 
レ QOOC 叶 Jo 近 GiN く マーK 
ふ ャ ー ミ 村 柚 喧 つ し っ いさ AH AN と 、 
RR・hH ヽ 会 克 申 づつ で 早 際 ハ さて ・ 
ペー へ ハ へ ふせ 飽 4 会 Q へ ヘー 人 KK 
部 宮 Ne@ JJ 公示 要 "NN トーRR8TI 
へ さ 史 敵 で "スミ や i ト KG て ハ 和 ペー 
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NNW で N で 折 民 計 し 6 農村 交 斬り 
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性 全 QQOQー 結 [て 入場 
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で ご” Q 帳 6 抱 財 本 同 トミ ー ヽ ・ こ 
ThI ト TK ふ 和 ホー ベベ ペ ャ て リロ 5 ロー 虹 
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今季 は 


並ぶ 3 連 芋 を 達成 。 
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Text : 高橋 カズ キヨ (Kazukiyo Takahashi) 
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NII 必 色 汰 朋 じ " つ ヒ の の の を の ヒ 
〇 の っ J3 両 CAN そ ささ GN ミ セレ し ゃ | 
く へ 人 トロ マイ て Jp 宇和 8 っ 7 

[に 時 ロ Q 殖 黄 つ 豆 0 ー す の 必 筐 3 
JJ は 7 本 人 じ つ 丸 ( 約 )」 御 普 せ ー 
選 し +CW ( 軌 則 きす 5)?「@ 了 
で 3J/O 0 全品 竣 レ し あや? 中 路 G 
し レ o 選 りく で Ne 会 2 の 届 会 し で 1 

JJ の ヒ め 〇 の Hp で し つじ し か 
S 公 SS 公 ぶ RS や ハ ユ ユー に KGS 
約 結 ホー さや ^ こく へ AT ふ エモ 6 
ユーi ト で へ ふ ー ( 由 碗 二 @G い ーー 


スモ で 経験 を 積ん だ 。( 写 真 は 2018 年 ) 


右 か ら 柳田 、 ス ティ ー ブ ン ・ チ ョ ウ (ASA 6000 で 3 上 度 の 王者 。19 年 シリ ー ズ 2 位 ) 、 


ム ・ ジ ョ ン キ ュ ン (18、19 年 同 王者 )。「 ス ー パ ー GT で 走っ て みた いと いう 選手 も 多い で 


すね (柳田 ) 。ATLASBX の チー ム 首 脳 陣 は 日 本 の 


柳田 の チー ム メ イト は 昨季 ラン キン グ 1-2 
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し か あり ませ ん ( 笑 )」 (柳田 )。 
( 下 ) 毎 戦 の よう に トッ プ 集 団 を 形 
号車 ] が 柳田 (写真 は 18 年 第 4 戦 


成 し て いる ATLASBX の 3 台 。[「08 
エバ ー ラ ンド )。 


( 左 ) シー ズン 中 盤 の イン ジェ 戦は 
ジェ で の ナイ トレ ー ス 。 い い 思 い 


ナイ トレ ー ス (今年 の ナイ トレ ー 


ス は 第 4 戦 ) 。 
士 に よる 暗 聞 の バト ル は か な り の 


衣 症 迫力 だ (公式 ホー ムペ ー ジ ! 


あり )。「 僕 の 初 勝利 も 17 年 の イン 
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スタ ー ト は コン ベン ショ ナル な ス 
タイ ル の 口 寺 及 彩 グ スタ 和英 ( 与 請 


真 は 2018 年 第 4 戦 エ パー ラン ド )。 
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8 ローKG で 0 表 両 い トド 入会 /QG べ 
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や て 財 給 せ 人 HHtJNQ| (守田 ) ? 

N つ し 人 ト 財 6 喘 て りか ふ 8” その 
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Ne ト J っ J” 門 世 放せ ヤ エ i ト TI 改選 有 て 
ヒ の - > で 選 会 人 ト 財 会 QS べ っ う JK 
ーTIh ロ リー 苦 財 やめ ド ー 和 ハリ TNI へ 
て 員 全 で いし 志 で "< ト 財 や 皿 握 し 寺 で で 
3 曇 田 GKー 和 ハゼ 公 さ で 盾 記 協 公 装 
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を お 1 


に 楽し む お 


ラ な の ら 開 始 大 か がら 4 号 連続 


開始 の 号 か ら 4 号 連続 で 。 
1 剛 目 まで 定価 620ー ミ ロビ 


5 冊 目 か ら 620 円 / 同 


23 冊 購読 し た 場合 の 参考 価格 :310 円 X4 冊 十 620 円 x19 冊 三 13,020 円 
※ 特 別 定価 時 は その 価格 に 準ずる た め 金 額 が 異な る 可能 性 が あり ます 。 


スマ ホ ・PC で 


CO 0120 - 222- 223 [24 時 間 365 晶 受付 ] 


お 電話 の 際 は 、 あら か じ め ク レジ ッ ト カ ー ド と メー ル ア ド レス を ご 用 意 く だ さい 。 


念 抵 の 雑誌 の 定期 購読 の ご 契約 は Fujisan.co.jp と な り ま す 。 
@⑯ お 申込 み は Fujisan.co.jp の 利用 規約 に 準じ ます 。 


| 問い 合わ せ 先 | 富士 出 マ ガ ジ ン サー ビス cs@fujisan.co-jp 


ジン UtO SDOF 


今 だ け 』23 冊 セッ ド が 


2.000 円 OFF 


2020 年 auto SDOrt [23 國 セッ ト ] 
2,000 円 お 得 ! 
通常 セ ラド 価格 18.800 円 衣 特別 価格 目 目 10 


2020 年 112 月 に 刊行 が 予定 され て いる 23 冊 の AUTO SPORT 本 誌 が まとめ られ た 電子 書籍 の セッ ト 販 売 で す 。 
未 発売 の 号 は 配信 開始 時 に 自動 的 に 追加 され ます 。 


XZ ホ EGG ボ オー トス ポー ツブ ックス 上 秩 素 


https://www.-as-books.jp 


@ オー トス ポー ツブ ックス の ご 利用 に は 無料 の 会 員 登 録 が 必要 で す 。 
@ すべ て の 端末 で 動作 保証 は いた し か ね ます 。 

事前 に [無料] 雑誌 コー ナー か ら 0 円 (FREE MAGAZINE) の 電子 書籍 を お 試し し くだ さい 。 
@ ご 注文 完了 後 の 返 金 は 受け 付け て お り ま せん 。 


オー トス ポー ツブ ックス question@as-books.jp 


こ ご ュ ペペ スー ペコ 叶 
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ほど 速度 が 高い こと を 示す 。 ス プリ ッ タ ー で 大 き な ダ ウン フォ ー ス を 発生 させ て いる 様子 
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6 シー ズン 分 の 技術 を 知る 上 で 、 抑え る べき ツボ 


Text : 世良 耕太 (Kota Sera) 角田 五 十 四 (ISoshi Sumida 本 誌 ) 
Photo : 上 尾 雅 英 (Masahide Kamio) / SARD 


空 カ レギ キュ レー ショ ン の 変遷 


規則 開始 元 年 は 全 コ ー ス で レコ ー ド タイ ム 


L/D と は 何 か 
ダウ ン フ ォ ー ス が 増え れ ば 


シー ズン 中 は 基本 的 に は 空力 開発 は 凍結 。 
た だ し 、 ロー ドラ ッ ク 仕 様 (富士 用) と ジョ ー カ ー パ ー ツ は 除く 


ドラ イレ ー ス の 全 コ ー ス で レコ ー ド タイ ム 


「 速 すぎ て 危険 」 と いう 機運 も 高まり 、 急きょ 第 3 戦 オ ー ト ボリス 
第 4 戦 SUGO で は ロー ドラ ッ ク 仕 様 義 務 付 け に 


ジョ ー カ ー パ ー ツ の 投入 不可 

ロー ドラ ッ グ 仕様 は 富士 の み の 使用 に 
空力 開発 は 凍結 され 、 昨年 と 同形 

ダウ ン フ ォ ー ス 2596 減 と な る 新規 制 


リヤ ウイ ング は 、 前 年 まで の ロー ドラ ッ ク 仕 様 が 標準 と な り 


ドラ ッ ク グ も 増え る の が 普通 


L/D (エル ・ バ イ ・ デ ィ ー) は 空力 性 能 を 表す 指 
標 だ 。L は 揚力 を 意味 する Lift (リフ ト ) の 頭 文 
字 だ が 、 モ ー タ ー ス ポー ツ で L/D を 取り 扱う 場合 
の L は Downforce (ダウ ン フ ォ ー ス ) で ある 。 リ 
フト と ダウ ン フ ォ ー ス は 表裏 一 体 (作用 する 向き 
が 正反対 ) で 、 リ フト は マイ ナス の ダウ ン フ ォ ー 
ス と 捉え る こと も で きる 。 そ の ダウ ン フ ォ ー ス を 
Drag (ドラ ッ グ ) で 割っ た の が L/D だ 。 数 字 が 
大 きい ほど 、 性 能 が 高い こと を 示す 。 ダ ウン フォ 
雪 区 は 大 きれ は ASSG ドラ リック 02NSK 
な (が る の は 2 数 手中 天 き 2 ドラ リク が 
大 きく て も ダウ ン フ ォ ー ス を 増やせ ば L/D は 大 き 
く な る が 、 ド ラッ グ は 最高 速 を 決定 づけ る の で 、 
上 限 を 設け て 開発 する の が GT500 で の セオ リー。 


年 間 を 通じ て 変更 不可 
2018 前 年 の 規則 を 継続 


2019 フリ ッ ク ボ ックス の み 開 発 OK 


新規 定 導入 元 年 か りら り 、 い き な り DTM と すべ て 同じ に する の で は な く 、 初 期 は 開 
発 の 範囲 が 許さ れ た 部 分 ちあ っ た 。 そ れ が ロー ドラ ッ ク グ 仕 様 や ジョ ー カ ー パ ー ツ 
で ある 。 ジ ョ ー カ ー パ ー ツ と は 、 開 発 凍結 の は ず の シー ズン 中 で も 、 限 定 的 に 投 
入 が 許さ れ た も の で 、NSX と GT-R が タイ ヤ ハ ウス 内 に 小さ な パー ツ を 入れ た ( レ 
クサ ス も 検討 は し た が 、 結 果 的 に 未 投入 )。17 年 か ら は シー ズン 中 の 変更 は 不可 
態 と な り 、 さ ら に 18 年 か ら 19 年 も 同一 形状 の まま で ある こと が 義務 付け られ た 。 
た だ し 、19 年 は フリ ッ ク ボ ックス の み 改 良 が 可能 と な っ た 。 


だ 人 才 ( は UI ウィ ング は < の 月 度 を た 0 2 の 2 ァ 
ス は 増え て リヤ グリ ッ プ は 向上 する が 、 同 時 に ドラ ッ グ も 増 
える 。 だ か ら 富 士 の 直線 で は 、 レ ー キ を 後ろ 下がり に し て ウ 
イン グ を 寝かせ て 抵抗 を 減ら す セ ッ ト も ポピュラー だ 。 


現行 空 カ レギ キュ レ ー シ ョ ン 


ボディ の 開発 範囲 は 
デザ イン ライ ン 下 の み 


右 図 上 の 着色 部 分 が デザ イン ライ ン を 示し て 
お り 、14 規 定 で 導入 され た 、 空 力 開発 が 可 5 
能 な エリ ア だ 。 こ の うち 、 バ ン パ ー コ ー ナ ー 2017 2016 
部 を と くに フリ ッ ク ボ ックス と 呼ん で 区 別 し 、 < 

前 後 の ホ イー ル ハ ウス に 挟ま れ た 部 分 を ラテ 

ラル ダク ト と 呼ん で いる 。 フ リッ クボ ックス 

に は 規定 され た エリ ア 内 で カナ ー ド と 呼ぶ ブ 

ー メ ラン 型 の 空 カ デバ イス を 設け る こと が 可 

能 。 スプ リッ ター や ディ フュ ー ザ ー を 含め 、 

フロ ア は 非 開発 領域 だ 。 前 後 の ホ イー ル ハ ウ 

ス は 円 柱状 を し て いる が 、 こ れ に 直方 体 を 重 ・ 

ね た 際 に フロ ア 側 に 生ま れる 重なり の な い 領 ・ 105mm | 
域 は 自由 開発 エリ ア と され 、 デ バイ ス を 設け 94D SA の 


る こと が 認め られ て いる 。 だ が 20 年 の クラ 下図 の リヤ ビュ ー は 新規 則 と な っ た 17 年 と それ 以前 を 比較 し た も の 。 リヤ ウイ ング が ロ 
定 で リア ー ー ド ラッ プク 仕様 が 標準 と な り 、 デ ィ フ ュー ザー も 高 さ が 半分 近く に な っ た 。 ま た フロ ン 
LHS _ フィ トス プリ ッ タ ー も 50m 短 く な っ て 、 空 力 性 能 は 大 幅 ダウ ン し た 。 
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16 年 に デビ ュー する は ず 
こつ た 幻 の 仕様 を 初 公開 


6 が デビ ュー 143 
その ラテ ラル ダク ト は 
誰 も が | 本当 に 効果 が 出 て いる の か ?」 

と 思っ た ほど 、 シン プル な 作り だ っ た 

だ が それ は いい 意味 で 裏切ら れ た 
Text : 世良 耕太 (Kota Sera) 

Photo : 森山 俊一 (Toshikazu Moriyama) 

上 尾 雅 英 (Masahide Kamio) 人 益田 和久 (Kazuhisa Masuda) 


石橋 道 尚 (Michinao Ishibashi) ノノ 石原 康 (Yasushi lshihara) 
鈴木 紳 平 (Shimpei Suzuki) 小笠 原 貴士 (Takashi Ogasawara) 


LEXUS 『 を ヘ ト 1 ミ AR 〇 


477CCS7 の // ど 。 


44//72//2 


ーーー SI っ ーー 
IIRIDGESTOIE 
IMAEDA 


462//// の 


68 


| NF 生生 で 記 財 せ 代 寅 ロ 過 直 WO 

〒 す ー つ 5 中 や 6J や 唱 選 で きっ 
65J? 時 G 人 鵜 寺 シン い っ し ゃ 心 和 を ご 補 
人 つ あつ 忍 色 。 征 寅 会 宙 財 唱 回 いじ っ 
Ne ト J ュ J!J 要 尺 で で 的 で あや で し つ で 7 
@ 吐 得 豆 で し S で っ うり 全 つ で 会 CSG も し 
も 公 ^ 醒 滞 倒 明 坦 で し レ つ っ 7 眉 4 
1 主 下 本 NotJ で や し や で し つ 8] 

!J 心 計 臣 Ke お” 介 玉 貴 *ES 
心 弄 田 麗 税 記 "本 田 選 全て 思ふ ぶ RK 
ふ レ て 人 AA 選 egi ト テマ て ロペ ヘーG 
| 中 SO QG せ の 時 会 ^QSG も し” さ 
出札 ロ 尽 お 束 醒 了 GHD ヘ ーー ヒ ゼ 団 折 
定 G 選 詞 4" 

ら う 口 け EE 策 JNIEO し p。 所 せ 代 
人 る ①Q85 そ ヘ ペー ヘー 届 ー6 各 寅 ^ 
AH ペーG 伸 室 ペー 愉 中 エー キー 
会 豆 必 Ne 培 G 例 寅 い ペ ー ャ 6 各 寅 
2J し SN05 へ ふくや に 叶 り 的 審 司 尼 
や NNv で し レ G 〇 せ 公 ココ OO の の の 
け 尺 で 悪 rm 如 人 色 WG ふ て 7 へ 愉し 
ー さ へ 心 さ て ト で て | 棄 つ ? [rr 
〇 上 し し じゃ % 尋 全 CS で お し ゃ S で 選 
や ぐ 公 ” 丸 尋 局 会 愉 で 押 で NG 尺 
yz7 い や し 倒 琶 性 NeTJ ュ っ J は る で つつ 妃 ] 
っ J′ 村田 貝 給 皿 sho? 

亜 中 倒 惹 班 xy で し っ S む で 36^ 〇 の 
L 形 G で 呈 征夫 G 配 買 せ 肛 表 つ し 


っ 0 特 C 民 ( 慌 洋 了 じ き 殖 で で 名 


ふ ャ ーー ミ 旭 机 喧 つ し っ t)” 04Q 
Q っ J)′ で 時 出 可 所 お G 則 玉 惑 泊 p 堺 、S 
し っ ふ ? 

[ 克 翼 ENe6 し けり せ 団 人 の S 全 で 
し 両 史 玉 回 つ レ っ つつ 丸 ] 

4 回 @G 記 賠 @ 刀 人 S 唱 下 計 "居る 
8 の 時 出 表 GoO ロ NN 選 つ へ や 4 


吐 つ し っ ら S う ST NTI ヘ て ふさ ミ 公 


昌 RC F/LC500 空 力 性 能 変遷 


「] 


寺 
トー 
〇 
〇 
IO 
〇 
コ 
っ J 
寺 
( 〇 
( 
ぐ 
L 
〇 
ト く 
下 
ws 
bh 


† 


15 年 
向上 


トー 


レー 
sg 


【 


戸 


ドラ ッ グ の 
田 


空力 性 能 の 指標 で あ 


変遷 を 示す 。 空力 性 能 は 


ある 代表 値 で 比較 し た も の (風洞 で 


測 ) 。16 年 は 空力 開発 が 凍結 され た の で 、 
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が 15 年 仕様 と "16 年 仕様 " 
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これ は カナ ー ド の 働き 自体 が 違う こ 


と を 示し て いる 。 ち な み に 14 年 は 1 枚 だ っ た 。 


カナ ー ド 2 枚 の 間 


と で 違う 。 


| 幻 | の |16| 年 | 仕様 | デ |-| タタ | 


大 きく 違う フリ ッ ク ボ ックス と ラテ ラル タダ クト 


開発 し た も の の 未 投入 に 終わ っ た 16 年 仕様 の 3D レ ンダ リン グ 。 風洞 試験 を ある 程度 の 段階 まで 
行なっ て いた 。16 年 は 、 スプ リッ ター の サイ ズ は その まま に リヤ ウイ ング を 富士 仕様 に 統一 す 
る プラ ン で 進ん で お り 、 そ の プラ ン を 受け て 開発 は 進ん を で いた 。 ラ テラ ル ダ ク ト の デザ イン が 
15 年 仕様 と 大 きく 異な る 。 幻 の 16 年 仕様 は 15 年 仕様 より も 前 方 に スプ リッ ター 方 向 か ら の 「 抜 
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リッ ター は 2 枚 構成 だ が 、 縦 潤 を 強化 する た め の 2 枚 で は な く 、 下 は 整流 用 だ と いう 。 
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6 シー ズン 分 の 技術 を 知る 上 で 、 抑え る べき ツボ 


Text : 世良 耕太 (Kota Sera) 角田 五 十 四 (Isoshi Sumida 本 誌 ) 


Photo : 小林 勝彦 (Katsuhiko Kobayashi) ノ 古 貨 敬 介 (Keisuke Koga) 中野 一 史 (Kazushi Nakano / 本 誌 ) 


富士 の 最高 束 


18 年 の Q1 で つい に 全車 300km/h 超 え 


下 の グ ラフ は 、 第 2 戦 富 士 (毎年 5 月 に 開 
催 ) の 予選 Q1 の 最高 速 キ まとめ た も の 。 
同一 車種 の トッ プ 3 の 平均 を 年 度 ご と に グ 
ラフ 化し て いる 。 ち な み に GT500 の すべ 
て の マシ ン が 300km/h を 超え た の は 18 年 
だ 。 最高 速 は エン ジン パワ ー や タイ ヤ の 転 
が り 抵 抗 や グリ ッ プ も 関係 する が 、 空 力も 
大 きく 影響 する 。 新 規定 2 年 目 で ある 15 


田 第 2 戦 富士 Q1 最 高速 年 度 別 推移 
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も 興味 深い 。 ち な み に 直 線 速 度 が 重要 な 富 
士 で は ある が 、 レー ス の 勝敗 が 最高 速 の 勢 
力 図 ど お り に な っ た の は 、6 シー ズン の う 
ち た っ た の 2 回 し か な い 。 ド ラッ グ の 低 さ 
だ け で な く L/D も 重要 な 要素 で ある か ら だ 
の 。 
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ま に ONI50 の (6 
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順に イング が っ < い 
る と いう 結果 に な っ た 。 
NSX は これ だ け 立 っ て い 
て も 最高 速 は し っ か り 出 
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運動 性 能 に 大 きく 影響 する 空力 的 セッ ト ア ッ プ 
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NSX は 「 あ ん な に ウイ ング が 立っ て いる の に 直線 も 速い の は エン 
ジン パワ ー が 出 て いる に 違い な い 」| と 、 多 く の 関 係 者 が 予測 し て 
NN だ 同時 必用 回 ドド の タリ ンク アス 6 ルル 要 だ た 


還 3 車 ウ イン グ 角 (18 年 第 2 戦 富士 決勝 ノド ライ ) 
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前 下がり に な っ た フロ ア と 地面 が な す 角 度 を 「 レ 
ー キ | と 呼ぶ 。 基本 的 な 特性 と し て 、 レ ー キ (前 
下がり の 度合 い ) が 強く な れ ば な る ほど 、 フ ロア 
が 発生 する ダウ ン フ ォ ー ス は 増え る 。 レ ー キ が 強 
く な る と 、 ス プリ ッ タ ー 前 端 と 地面 の 距離 は 近く 
な り 、 空 気 の 入 口 が 狭く な る 。 そ こ か ら 一 気 に 断 
面積 が 大 きく な る の で 、 流 速 が 高く な り 、 圧 力 が 
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低下 し て ダウ ン フ ォ ー ス が 増え る わけ だ 。 引き 換 
え に 、 荷 重 変動 や 姿勢 変化 に 対し て 敏感 に な る の 
で 、 う まく 運用 し な いと ピー キー な 特性 に な っ て 
し まう 。 ラ イド ハイ ト の 変化 を 抑え よう と する と 、 
サス ペン ショ ン の セッ ティ ング は 人 硬く な る 方 向 で 、 
その 結果 「 跳 ね ] が 激しく な り が ち 。 基本 的 に 、 
レー キ を どう 設定 する か は チー ム の 判断 だ 。 


写真 は 2 点 と も 昨年 の 交流 戦時 の も の 。 サ イ 
ド か ら の フラ ッ ト ボ トム 面 を 見 る 限り 、 あ ま 
リレー キ は つい て いな いよ うに 見 える が 、 リ 
ヤ ホ イー ル ハ ウス 上 部 の クリ アラ ンス は 通常 
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不足 し が ちの フロ ント も 
グリ ッ プ を し っ か り 確 保 


NSX は MR レイ アウ ト と いう こと も あり 
コー ナリ ング マシ ン と し て 認知 され て きた 
だ が 空力 に お ける 初期 は 効率 宣 視 だ っ た 
それ が 18 年 に な っ て 初め て 開発 方 針 を 変更 
MAX の ダウ ン フ ォ ー ス 重視 へ と 能 を 切っ た 


Text : 世良 耕太 (Kota Sera) 
Photo : 吉見 幸夫 (Yukio Yoshimi) 上 尾 雅英 (Masahide Kamio) 
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19 年 は 15、16 年 に 相当 する 性 能 だ っ た 


14 年 仕様 を 基準 に し た 、 空 力 性 能代 表 値 の 推移 を 示す 。15 年 に 7 % の 大 幅 
な ダウ ン フ ォ ー ス 向上 を 果たし て いる 点 が 目 を 引く 。 レ ギュ レー ショ ン 変 更 
の 影響 を 受け て 17 年 に いっ た ん 性 能 は 落ち る が 、 マ ックス ダウ ン フ ォ ー ス 
を 狙い に いっ た 18 年 に 大 きく 取り 戻し た 。19 年 も 風洞 上 で は 性 能 向 上 を 確 
認 し た が 、 実 走 で 課題 が 出 た 。 単独 走行 で は 効果 を 感じ た も の の 、 混 走 で は 
[抜け ] が 大 きく 走り づら い 状 況 だ っ た た め 、18 年 仕様 を 継続 。 
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フロ ント カナ ー ド の 効果 
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た 様子 。|「 カナ ー ド な し | の 場合 、 フ ロ 
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ー ド が それ ぞ れ 縦 油 を 発生 させ て いる 。 
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つ 渦 を 強化 し て いる 様子 が 分 か る 。 こ の 
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アッ パー を 増やせ ば リヤ で 利く 


カナ ー ド で 作る 縦 油 は 向き が 重要 だ 。「 カ ナー ド な し ] の 場合 は 流 線 
が 比較 的 真っ 直ぐ 後方 に 抜け て いく が 、「 カ ナー ド あ り ] の 場合 は 流 
線 が 内 向き に な り 、 床 下 に 空気 が 入り 込む 。 こ の 結果 、 床 下 の 流れ が 
加速 され て リヤ の ダウ ン フ ォ ー ス が 増え る 仕組 み 。 カ ナー ド を 1 枚 付 
ける だ け で ダウ ン フ ォ ー ス が 3.7% 増 える こと を CFD の 解析 結果 は 示 


し て いる 。 さ ら に 、 ア ッ パ ー カ ナー ド を 追加 する と 、 縦 洞 が 強まり 、 
ダウ ン フ ォ ー ス を 増やす 効果 が 大 きく な る 。 下図 右 は カナ ー ド を 1 枚 
追加 し た 場合 の 車体 下面 静 圧 の 差分 で 、 赤 一 黄 一 緑青 に な る ほど カ 
ナー ド な し に 比べ て 圧力 が 低く な っ て いる こと を 示す 。 カ ナー ド の 効 
果 で スプ リッ ター の ダウ ン フ ォ ー ス が 増え て いる 点 に も 注目 。 
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上 の 図 は サイ ド を 流れ る 流 線 が リヤ の 下 に 流れ 
込ん で いく と ころ に 注目 。 ダ ウン フォ ー ス と ド 
ラッ グ は 、 ダ ウン フォ ー ス が 増え る 割 に ドラ ッ 
グ は それ ほど 増加 し て お ら ず 、 非 常に 効率 が い 
いこ と が 分 か る (左下 の 表 ) 。 小 さ な 部 品 だ が 、 
車体 全体 に 及ぼ す 影 響 は 大 きい 。 


動 的 空力 解析 


車体 振動 時 の 風 の 脆 化 が 分 か る ! 


total_presSure [Pa] 


0.000e+00 4.435e+02 


6.870e+02 


1.330e+03 1.774e+03 


preSSure_Coefficient 


-2.1 


実際 に サー キッ ト を 走る と き は 、 風 洞 で 計測 する 際 の よう に きれ いな 
空気 の な か を 走る わけ で は な い 。 振動 に よっ て 車体 底面 と 路面 の 間隔 
は 変動 する し 、 風 の 影響 も 受け る 。CFD や 風洞 で いい 数 値 が 出 た か 
ら と いっ て 、 リ アル な 環境 で 速 さ に 結び つく と は 限ら な い 。 い ざ テ ス 
ト で 走ら せ て ドラ イ バ ー か ら NG を も ら っ た の で は 手遅れ だ 。 そ こ で 、 


空力 形状 変遷 


タダ ウン フォ ー ス 重視 で 、 
COP を 前 より に 


15 年 仕様 は 14 年 仕様 の 正常 進化 版 で 、MR レイ アウ ト 
に 起因 する スタ ビリ ティ 不足 を 補う た め 、 リ ヤ の ダウ ン 
フォ ー ス 向上 を 重視 し た 。 開発 が 凍結 され た た め 、16 
年 も 同じ 仕様 で 参戦 。17 年 は 大 き な 規 則 変 更 が あっ た 
た め 、 全 方 位 的 に 開発 。 ス プリ ッ タ ー ま わり の フィ ン の 
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の マシ ン を 下 か ら 覗 き 、 な お か つ ご 車体 の 動き 
に 対し て 空気 の 流れ が どう 変わ っ て いく か が 
200.65 


影響 を 考慮 し た 解析 に 取り 組み 、 空 力 開発 の 精度 
を 高め よう と し て いる 。 図 は 車体 底面 の 空気 の 流れ と 圧力 を 示し た も 
の 。 実際 に は 、 車 体 振動 (ポー ポイ ジン グ 現 象 を 起こ し た 状態 ) に よ 
っ て ダウ ン フ ォ ー ス が 増減 する 様子 を 動画 で 確認 する こと が で きる 。 
この 解析 技術 を も と に 、 実 際 の 走行 で 起き る 現象 を 解明 し て いく 。 


感度 が 悪化 し て し まっ た 。 そ の 反省 か ら 、18 年 は 車 高 
感度 の 低減 を テー マ に 開発 。 床 下 に 頼ら ず 、 上 屋 で ダウ 
ン フ ォ ー ス を 稼ぎ に いく 開発 を 行なっ た 。 同時 に 、 フ ロ 
ント を 重視 し た マッ クス ダウ ン フ ォ ー ス の 開発 に 転換 。 
19 年 は フリ ッ ク ボ ックス な ど に 手 を 入れ 性 能 向 上 を 果 


た し た が 、 ド ライ バー に 不評 だ っ た た め 投 入 を 見 送っ た 。 


以下 は 18 年 と 19 年 の マシ ンカ ウル 全体 図 。 こ の 2 年 は 従来 と コンセプト を 変え 、18 年 仕様 は ボン ネッ ト ア ウト レ 
ッ ト か ら の 抜け を 多く し 、 ラ テラ ル ダ ク ト の 開口 部 も 大 きく し た 。 


スプ リッ ター は 共通 部 品 
だ が 。 フ ジン ト の グリ ッ 
プ は それ だ け で 決定 され 
る わけ で は な い 。 バ ン パ 
ーー 開口 部 か ら の 空気 を 上 
に 抜い て 確保 し た 。 


実戦 投入 が 見 送ら れ た マ 
ル チ エ レ メ ン ト の カナ ー 
ド 。 よ く 見 る と ボディ 側 
に は 空気 が 抜け る 小さ な 
開口 部 が 設け られ て いる 。 
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フロ ント の 絶対 値 で クル マ の 速 さ が 決ま る 
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NSX の リヤ フェ ンダ ー は 、 毎 年 さま 


に デコ 


朋 


ざま な トラ イ が 見 える 。 後 端 の 開口 


部 が 大 小 変化 し た り 、 閉 じ た り 、 ま 
た フェ ンダ ー 下 部 が サイ ド 方 向 、 


後方 向 で 傾斜 角度 が 変化 する 。 
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2020 シ ー ズ ン も 勝田 貴 元 選手 が 本 誌 で 
コラ ム を 書い て くれ る こと に な り ま し た |! 


と いう こと で 、1 回目 は 開幕 戦 モ ン テ カ ル ロ で の お 話 
| タイ ヤ 選 択 | に つい て ちょ っ と マニ アッ ク に 説明 し て くれ まし た 


Text : 勝田 貴 元 (Takamoto Katsuta) 
Photo : TOYOTA 


- ク ロス "の 悩み どこ ろ 


| 志 1 < 4 
い ンー の 


< 


ュー の 4 
3 ゃ = の 2 

_ ー - で _ ーー 守 

5 ュー EL 


つ い に や っ て きま し た 開幕 戦 ! モン テ 

カル ロ に は 上 自身 3 度目 の 出場 と な り ま 
す が 、WRH カ ー の ヤリ ス WRC で は 今年 が 初 
め の て 。 ここ ば は タ ー マ ル グラ リー で す が 、。 アイ 
ス 、 ス ノー も 入り 混じる と いう 、WRC で も 
屈指 の 難 イ ベン ト で す 。 僕 に と っ て の モン テ 
は と に が か がく 経 験 不足 と いう こと も あり 、 チ ー 


か と ま 
ョ mn ム か ら は [絶対 完走 ] [経験 値 を 高め る | と 
ーー いう こと を 厳命 され 、 そ れ ら を 目標 に スタ ー 
ーー ト し まし た 。 結果 は 総合 7 位 。 ス トレ ス フ ル 
ーー 』 、 古 _ 
ee IP で し た が 、 最終 的 に は タイ ム を そこ そこ 上げ 
剛 請 WS)) ま て いく こと が で き 、 収 穫 も 多い ラリ ー と な り 
5 了 De ま た 
ce1 モン テ と いえ ば 、 特 有 の タイ ヤ 選 択 が あり 


> あっ ます 。 タ ー マ ッ ク な の で 基本 的 に は スリ ッ ク 
a タイ ヤ ( 溝 ア リ だ が 、 現 場 で は スリ ッ ク と 呼 
ば れ て いる ) が メイ ン で す が 、 そ の な か に も 
ソフ ト と スー パー ソフ ト と いう 2 種類 の コン 

パウ ンド が あり ます 。 さ ら に 、 短 め の ピ ン が 
ん 付い た アイ ス 用 タイ ヤ と 、 ピ ン な し の 雪 用 タ 


て 還 |))。 ニ イヤ が 使用 可能 。 計 4 種類 の タイ ヤ で 4 日 間 
請 記 |) を 汐 う の で す が 、 モ ン テ で は この タイ ヤ 選 所 
ん が 勝敗 の カギ を 握る ファ クタ ー と な る ん で す 。 
9 モン テ の ひと つの ステ ー ジ (SS) の 距離 
請 請 議 上 |) は 15 一 25km が 多く 、 ス テー ジ の キャ ラク タ 
陣 詳 記 )。))。 は 大 き < 異な り ま す 。 ス テー ジ 内 で も ドラ 
本 請 較 。)) イ の ら ア イス 、 そ し て また ドラ イ に 戻っ た り 。 
の モン テ で 使う アイ ス 用 の ピン 付き タイ ヤ は 、 


ドラ イタ ー マ ッ ク の 上 で も し っ か り 走 れる よ 
う 、 ビ ピン は か な り 短 く 、 ピ ン の 数 も 少な く な 


ブー ー 7 


1 らく ご 表 
ー マコ * さ ーー っ W 
ーー と で の ンー の ンー PP 2 』 
か つ し = 。 ン テア rv ょ に 人 
マ ー 


| 日 曜 午後 は 雨 が 降る 可能 性 を 考え 、 安全 策 と し て ソフ ト と スー パー ソフ ト の クロ ス で 行っ た ん で す が 、 最後 は スー パー ソフ ト の タ 
イヤ か ら ワ イヤ ー が 出 て き て ギリ ギリ で し た 。 路面 が 半 乾 き で も ツイ ステ ィ な コー ナー が 多い チュ リ ニ 峠 の 前 半 で は 、 ス ー パ ー ソ 
フト だ と 完全 に オー バー ヒー ト す る な ど 、 学 ん だ こと が 多く あり まし た 」 ( 貴 元 )。 


ーー 3 ペ 


っ て いま す 。 ア イス 上 で の グリ ッ プ も 、 ス ウ 
ェ ー デ ン で 使う 完全 スタ ッ ド タイ ヤ ほ ど 高 く 
な い 。 そ ん な な か が で 、 チ ー ム は どの タイ ヤ で 
行け ば 総合 的 に タイ ム が 良く な り そ う な の か 
を 判断 し ます 。 ド ライ バー の ほう は 、 い ま 履 
いて いる タイ ヤ の 限界 を いち 早く 感じ 取り 、 
それ ぞ れ の コン ディ ショ ン へ の 対応 力 が 求め 
られ る 。 今年 は と くに 木曜 夜 の ふた つの ステ 
ー ジ が 大 変 で し た 。SS1 が ちょい 濡 れ と ド 
ライ 。SS2 は ちょ い 濡 れ か ら ア イス や 雪が 
残る 路面 で 、 イ ンカ ッ ト す る コー ナー も 多 か 
っ た の で 、 と ん で も な い 量 の 泥 が コー ス 上 に 
散乱 し て いま し た 。SS1 は 4 本 と も スリ ッ 
ク が 確実 に 速い 。 で す が 、SS2 を フル スリ 
ッ ク で 行く と 、 ア イス の セク ショ ン で の タイ 
ムロ ス が 大 きく な り そ う な 感じ 。SS1 と SS2 
の 合計 タイ ム で 総合 的 に 考え る と 、 フ ルス リ 
ッ ク で 行く の は リス ク が 高い うえ に タイ ム も 
か か る 。 逆 に フル スタ ッ ド で 行く と 、SS2 


で は 速い けど 、SS1 で は か な り 遅く な る ……。 


ここ で 活用 し た の が 、 タ イヤ の | クロ スコ 
ン ビ ネー ショ ン 」| で す 。 タ イヤ は 、 履 いて い 
る 4 本 と 、 後 ろ に 乗せ て いる 2 本 の スペ ア を 
合わ せる と 、 計 6 本 を 持っ て いけ ます 。 種類 


の 違う タイ ヤ を 持っ て いく の も OK。 で す の で 、 


スリ ッ ク 2 本 十 ピ ン 付 き タ イヤ 2 本 を 履く と 
いう 方 法 も ある ん で す 。 今回 は 右前 と 左 後ろ 
が スリ ッ ク 、 左 前 と 右 後ろ が ピン 付き と し ま 
し た (対角線 上 に 同じ タイ ヤ を 履く の で 「 ク 
ロス 」) 。 こ うな る と 真っ 直ぐ は 走ら な いで す 


し 、 右 コー ナー と 左 コ コー ナー で の アン ダー と 
オー バー が 極端 に 出 ま す 。 た だ 、 トー タル の 
グリ ッ プ 力 は アイ ス の 上 で は フル スリ ッ ク よ 
り も 良く 、 タ ー マ ッ ク の 上 で は スタ ッ ド タイ 
Y よ り も グリ ッ プ が いい や と 言う の は 簡 
単 で す が 、 感 覚 を つか む の が と て も 難し く 、 
経験 も 必要 で す 。 正 直 、 僕 は 今回 、 こ こ で い 
い フ ィ ー リ ング を すぐ に つか め ず 、 大 きく 後 
れ も を と る て し まい まし た 。 ス ノー タイ ヤヤ of ス 
タッ ド タ ダイヤ と スリ ッ ク タ イヤ で の ク グ クロス は 、 
グリ ッ プ カ や タイ ヤ の 特性 の 違い が あま り に 
も 大 きい た め 、 フ ィ ー リ ング は 良く な い 。 ド 
ライ で の 右 コー ナー は ど ア ンダ ー な の に 、 左 
コー ナー は ど オ ー バ パー。 ア イス の 上 に 行く と 
それ が 逆 。 コ ー ナ ー に 入る 前 の 時 点 で 、 ど ち 
ら の タイ ヤ が アイ ス の 上 に 来る か を 考え る と 
いう より 、 カ ラダ で ナチ ュ ラ ル に 対応 し て い 
か な く て は いけ ませ ん 。 デ フ の マッ ピン グ な 
ど で 挙 動 を ある 程度 ビ ま か すこ と も で きま す 
が 、 限 界 が あり ます 。 最後 は ドラ イ バ ー が 、 
それ ぞ れ の コー ナー の イン フォ メー ショ ン を 
聞い て 最適 な ドラ イ ビ ン グ に つなげ な いと い 
け ま せん 。 

クロ スコ ン ビ ネー ンション は 、 ス リッ ク の ソ 
フト と スー パー ソフ ト で や る と きも 結構 あり 
ます 。 ご こ ご れ は グラ ベル で や る と きも あり 、 全 
日 本 ラリ ー で も 父 ( 範 彦 ) な ど が よく や っ て 
いま し た 。 ち な み に 、 モ ン テ の 日 曜 の ステ ー 
ジ は アイ ス が 少な か っ た の で 、 6 本 と も スリ 
ッ ク の スー パー ソフ ト 4 本 と ソフ ト 2 本 で 上 臨 
み 、 午 前 は スー パー ソフ ト 、 午 後 は クロ ス と 
し まし た 。 オ ジ エ 選 手 や エバ ンス 選手 は スー 
パー ソフ ト 3 本 と ソフ ト 3 本 。 こ れ も ド ライ 
バー の 好み や 戦略 、 ど の ステ ー ジ に 合わ せ て 
いく か に よっ て も 異な り ま す 。 こ うし た こと 
を 含め 、 モ ン テ で は 経験 が モノ を 言う の だ と 、 
より 強く 感じ まし た 。 今年 経験 し た こと は 来 
年 以降 の モン テ で 必ず 活き て くる と 思い ます 。 

次 は WRC 2 で 優勝 経験 も ある ラリ ー・ ス 
ウェ ー デ ン で す 。 個人 的 に も モン テ よ り 気 持 
ちよ く ア タッ ク で きる ラリ ー な の で 、 コ ン デ 
ィ シ ョ ン が いい と うれ し いで すね ! 


か つた た か も と FCJ (201 1 年 王者 )、 全 日 本 F3 C ク ラ 
ス (13 年 シリ ー ズ 2 位 ) な ど を 経て 、15 年 に 「TOYOTA 
GAZOO Racing ラ リー チャ レン ジ プ ロ グラ ム 」 の ドラ イ バ ー 
に 選出 。17 年 WRC 第 7 戦 イ タリ ア の WRC 2 で クラ ス 3 位 。 
18 年 WRC 第 2 戦 ス ウェ ー デ ン の WRC 2 で は クラ ス 初 優勝 を 
果たし た 。 18 年 9 月 、 同 プ ログ ラム の 育成 ドラ イ バ ー に 選出 。 
19 年 は WRC 2 メイ ン に 参戦 し つつ 、 ド イツ と スペ イン で は 
ヤリ ス WRC を ドラ イブ 。20 年 は 欧州 ラウ ンド 7 戦 十 日 本 の 
計 8 戦 に ヤセ リス WRC で 参戦 する 。1993 年 愛知 県 生ま れ 。 
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ビ ピット ・ イ ン 


の 井戸 
作家 。1966 年 大 阪 生 まれ 、 現 在 は 京都 在 
住 。 ク ル マ や レー ス の 話 は 「『 い し いし ん じ 
「 あ る 一 日 ] 
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(織田 作之助 賞 ) ほか 著作 多数 。 最 新刊 『 き 
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ン ら の 36 1 項 ま の お けた 人 99 
ドウ ォ ッ シュ の 中 紛 
か ら の 拓 必 ee.。 
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表紙 は 昨年 の も の で す 。 


よい よ F1 の 2020 年 シー ズン が 、 注 目 の 新 車 
勢揃い で 2 月 19 日 に バル セロ ナ で 行なわ れる 
テス ト か ら 火 蓋 を 切る 。 
今季 の 注目 は 、 な ん と 言っ て も ホン ダ が 30 年 ぶり に 
戴 詩 で きる か だ 。2015 年 の F1 復 帰 以来 苦し い 戦 い を 
強い られ て きた ホン ダ だ が 、 レ ッ ド ブル と 組ん だ 昨年 
は 、3 勝 を マー ク 。 タ イト ルコ ン テ ン ダー の 一 角 を 担 
うと ころ まで よう や く 汗 ぎ 着 けた の で ある 。 絶対 王者 
メル セ デ ス に 対し て どこ まで 肉薄 で きる か ……。 
2021 年 の 大 改革 を 前 に 、 今 和 李 の F1 は レギ ュ レ ー シ 
ョ ン 的 に 大 き な 変 化 は 見 られ な い 。 そ の 意味 で も 圧倒 
的 アド バン テー ジ を 築い て きた 絶対 王者 メル セ デ ス の 
強 さ に 変わ り は な い だ ろ う が 、 昨 年 ブラ ジル GP で 見 せ 
た レッ ドブ ル ・ ホ ンダ の 強 さ と 速 さ は “地力 "が つい 


大 改革 前 夜 の F1 
ホン タダ は 30 年 ぶり の 戴冠 な る か !? 


て きた 証拠 。 順 調 に 開発 が 進ん だ 新 パ ワー ユニ ッ ト に 
は 、 レ ッ ド ブル 陣営 も 満足 し て いる と 伝え 聞く 。 現行 
規定 最終 年 を 締め くく る 今季 、| ス トッ プ ・ ザ ・ メ ル セ 
デス 」 の 最 有 力 候補 で ある レッ ドブ ル ・ ホ ンダ が 大 暴 
れ し て くれ る こと を 願わ ず に は いら れ な い 。 

2 月 28 日 発売 の 「2020 F1 全 チー ム & マシ ン 完 全 
ガイ ド ] で は 、 そ ん な ホン ダ の 動向 を 中 心 に 、2 月 19 
日 か ら 21 日 の 3 日間 で 行なわ れる 最初 の バル セロ ナ テ 
スト を 完全 網羅 し 、 そ こ か ら 見 えて きた 今季 の 展望 を 
お 伝え する 。 

も ちろ ん 、 メ イン 企画 の |[ 全 チー ム ガ イ ド 」 で は 、 世 
良 耕太 氏 が 全 マ シン を 解説 。 史上 最多 と な る 22 戦 全 コ 
ー ス の 攻略 ポイ ント を 、 ル ノー の ダニ エル ・ リ カル ド 
が 解説 する 充実 の ライ ン ア ッ プ だ ! 


オー トス ポー ツ 了 臨時 増刊 02 0 年 版 
チー ム & マ ン 
完 王 ガイ ド 


ン 


ホン タダ F1 つ い に タ イト ル 争 い の 道 へ !? 


バル セロ ナ テ スト 日 間 完 全 密着 レポ ー ト 


| テスト か ら 見 えて きた 2020 年 シー ズン | 


2021 年 大 改革 へ 向け た 


2020 年 シー ズン を 楽し む お テク ニカ ル ボ イン ト 


2020 Formula 1 TEAM & MACHINE ALL GUIDE 


全 10 チ ー ム & ニ ュー マシ ン ガ イド 


F1 Grand Prix CIRCUIT GUIDE 2019 


リカ ルド が 解説 する 2020 シ ー ズ ン 全 22 コ ー ス 


